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0表紙説明0

表紙原図　　　　　津之地　浪　磯

Lへかわもんはんみよう　（はんみよう科）

Cielndela anchoralls punctatlsslrm．Scha七日n・

けどく平凡を梅岩押，これが大泊海岸の巨口象であった。19占5年郵勿部佐多採集旅行の2日目

のことである。ここの砂浜をほそぼそと流水が海にそそぎこんでいた。この稀水の付掛て「いか

少もんはんみよう」がたくきんいる0日砂にとまったところ結，大変見つけにくい0僕等シロウ
°　▼　t

トの目には普通の「はんみよう」と飛び方もまったく同じだったが，採ってみると本当にイカリ

らしいモンが翰砂Cはいっている0時間さえかければたくさん採れそうだった0

これは鹿児島県で採れる十サ種の「はんみよう」の仲間の十種で，分布は石川県と九州帝幕，台

湾，融支那，インド支那で，県内では志布志海産と佐多町大泊海岸で疾集されるそうです0　この

虫を見るたびに僕は楽しかった佐多旅行を思い出す〇　一宝達忘れぬ虫になるであろうゥ

Ⅷ．15－19d5．佐多町大泊・田中洋さんの標本をスケッチした〇
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‾　巻頭言

あこう　　第2号を喜ぶ

顧　問　　　税　所　簡　知

「あこう」の第2号が出る。をんとかわいらしい芽ばえではないか。

これで新しい本葉が一枚ふえた。

昨冬発芽したばかりのものをみせていたゞいたとき，よく芽が出たも

のだと糖いた。こんなものをそんとかして育ててみたいと前々から皆

で話したことは度々であったが芽を出させるまでに至らなかった。

いつか八並君その他の人々が沖小島採集に行こうとして，いろいろ研

究中，かつて先雀が作られた部誌に沖小幕採集の特集号がでてきて，

皆で読みをがらつくづく感心した。よく地に足のついた，しっかりし

た研究をしたものだと，そのひたむきを研究態度に驚いた。

部員の一人一人が自らの力で直接自然の車に飛込み，手ごろなテ・－マ

に鶴丸らしい手がた盲で確潤んでいる。「磐物部のありかたはこれだ」

と感じた。

ところが「あこう」の2号も殆んど部員各自が今まで自分たちで歩き

自分で手を下してまとめた，生き生きとした思い出ある実践の記鏡で

ある点にはかり知れない価値があり，先輩のものに劣らない0　この足

ど少l妓歩幅は大きくないかも知れないが，まき灯藩校生物部の歩むべ

き大通をしつか少とふみしめながら歩いてしつると言えよう。

私は毎日の部員の動きを見ていてそれを感じ，大自然の真理に瞳を向

ける青春の美しい境の一面を見る。私はこの小さな「あこう」が次々

に稟数を増して，たゆみなく生長をつゞけることを心から頗っている0

先輩の残した性かな培養土の上（′こ。

弓道場新設のため，止むなく校庭の一隅に移植され，一時は再び芽が

出るだろうかと危ぶまれたあこうの切株から近ごろ一叢の若枝が元気

よく伸びはじめているのを見て，われ等の愛する部譜「あこう」の前

途を祝福しているように思われる。

－5　－
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ヰ　特　集　　　　　　　　　　　　米

華　　佐　多　採　集　旅、行　　楽

米　　　　　　　　　1963年8月　哀
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2dR　　八　逝　幸　夫

私達生物部は去る八月九，十，十一日の三日周，佐多採集旅行を行いましたが，その準備，日

程，反省などを紹介します0

この撰喚旅行は刺空と臭った点がありまづ㌔

まず第一に参加者め宮知り最初，四十二名でしたが，実際に参加した人は三十三名0

第二に男女の同行っ　これは昨なまでは禁止されて卦りましたが，部員の努プJと先生方の側媒助

によってこ菓現しました0

番三に今簿印めて佐多に行った客0初めてなので宿舎や採集地の事に詳しくなかった事が我々

を悩ませました。

第四に交通機関に貸切バスを使った事などが上げられます。

こん別に大き射果象旅行が成功に終つかりは，ただ部員一同の努力と先笠，先輩の方々の御援

助によったものだと思っています。

この旅行の準備瑚問に1ケ月を要し，部会を三回開き，携行品，任意事項，日程，参加者名簿

をどのしかりを作り，さらに，採倶地やそこで取れる生物のパンフレットを作って参加者に配り

ました。

次に今後の賀料になるかと思われますので日程を寺いてかきます。（地図はdページ）

8月9日
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18：0　0

2　2：8　0
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鶴丸塙埼出発（鞘所先生は急増のため参加できうち）雨強し

加治木鐸由　（鑑琵債損が台風　号のため欠席）

伊幾敦着　　宿命‥‥植木部

病舎付堰の採集　　夕食準備

夕　食

明日の行動の打合せ。　　風雨強し

就　寝

全員竜虎

朝　食

発 天満までバス

患天，一両降りそう
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5：5　0

5：50

7：0　6

8：C　0

8：20

12：ロ　コ

14：D C

積寒乳始

水産：′大こ泊から山を越えて憎姉が芝まで行き，そこで甘具，一部の者は綻多岬

まで遠征。（干潮は十六帝）

帰りに大帝で－晴間甘冬（予短外）。疇潤がなレ1のが残念だ。

植物・昆虫：大泊から佐多岬にいたる採健

太i指発　　伊坐数までパス

宿舎着　〔永牽グループがふくれたため，予定よりかそく着く0）

夕　食

唐本整埋（時間が少なく，思うように出濱をh）

明日の∃1台せ

昆虫グループは夜瀾浣簸

就　寝

水産グループ

「
已
一

詳
l

出発　鳩泊海鍵へバスで

鶴泊着

楳穣潔凍し

朝　食　　河原で

鳩満堂　　伊坐額へバスで

伊坐・敷毒

薬萱悪且亨

宿舎の揺桧

掘る準備

毎

匪全教資

1占：トロ「婁島着

1d：：40

17：G D

鳩丸高校着

有だ　こ討
ノ1丁　　　▼．ヽ

占：LI P

恒的「昆虫グループ

塵　灰

d：38日網　食

7：4　0

8：0〔〕

12：○　○

伊坐激発

パスで嶋泊へ

採　集

：廿・づとしヽ；二と・手∴－＼

鴇泊発

12：5可伊坐教岩
旦　食

帰る準備

宿舎に別れをつげ出発，末鞭がr‘7）

こる。帝蛙ハイスピードで。

費用；1人920円（旅増，食費，宿泊費）

‾　〇　‾



貸切バス‥‥‥

5別掲，加治木経由蔑170DO C5酎閲のバス使用は自由）

この値段妓努力の結果である。

ームー

＿＿．＿＿　！



初めの計画では，七日十三時出発，十日十五時帰着の予責であったが，台風九号接近のため，

四十八晴間遅らして九日の十一時雨の中を出発，十一日の十五時帰りました0あとで考えると，

三日間で適当だったと思います〇十日以後榊青天にめぐまれ，良い穣笑が出来た事を本当にあよ）

がたく思っています0

八月十五別に反省会を開き，良かった点，今後改めなければならな－ィ′1事など，参考に茂る点が

たくさん出ましたので載せてかきます0

．準備について

宿舎：我々は大泊小，中学校をあてにして佐多に行く事を決めたが，出発の二十日前にことわ

られ，ようやく公民館と部員の親部の家を宿斜にする事が出来たが，前もってしっかり

した宿舎を確めて目的地を決めると良い0叉しっかりした宿舎があれば，来年はもつと

簡単に男女同行が許されると思う○

採集場所：

海浜採集杖　大泊という良い場所を知らなかったため，そこで姓ほんの一時間しか出来なか

った。叉十一日の鳩泊には何もなかった。

前もって一応調査はしていたが，もつと詳しく調べるべきである〇二叉潮時が十六時で大変悪

かった。

交通機関：

時間や荷物などの点で，貸切パスは天変良かった9少し竃くは在るが，五十名以上だと汽車

で行くより安くなる。

叉，期間中は自由にバスが使えるので便利〇

′ヾンフレット：

採集場所や，そこで取れる生物の′ヾンフレットを良く勉強しなかった為に，佐多特有の物が

あっても見のがしがちであった。

参加者：最初の四十二名が三十三名に成った事は非常に残念だった○　垂：大を事情のため行けな

かった人もいたが，進んで参加する人が少なかった事に原田する0全部員C′つ′参加が望

ましい0

2．宿舎での行動

就寝：太良良く守れた。十時に就寝時周を取るのが適当。睡眠は充分取る事。

男女の宿泊について；

計画では男子が公民蝕，女子が民家であったが，台風のため，男女とも咤家0

その方が，引率者，連絡，台風による万一の事故，叉クラブのまとまりの為に結果として良

かった0

標本整理時間：

佐多坤から帰った日，遅く帰り着いたせいか，時間がた少なく，てんてこまいだった0少な

くとも三時間は必要。

－7－



その他色々あったが，頂く戌じられる事甘部員が一致周結してこ1′乃旅行を成功のうちに終らせ

たと言う事でした0そしてこの榊吾L7）力こそ，クラブ活動の基本精神であ少，かつ大原動力でも

二ら品と誓いますDそしてこの力（Tt今後皆々掛勿部を発軍をせ，さらに来年r′つ音勘定行はもつと素

萄Lhl乃が出来ると信じてやみません0

佐　多　採　集　胱　行　参　′知　者　名　簿

1号l一三 2葦三

烹巨　　・’言　磨

堕　痘　半　天

ノjP】［」　一　深

淵　谷　幸　′校

▼ト酢王　寺代子　　　　　5年

浜　田　羊由龍

山　告　邦　子

軒・‾＋寿　一

西　村　萎　一

・千三　朝　対1度

官　椀　等　戒

八　並　幸　夫

山　昌　二百　r

甲　呵　孝　雄

釆　山　光　義

吉　禎　　　楓

窪　周　久　子

肥，後＋晶　子

岩　井　すみゑ

韓ケ江　柾　子

宮　璃　克　子

吉　扇　清　子

樺之地　溝　穂　　　　　引率者

林　田　重　邦

把　山　武　宣

宇　和　誠　一

一大　管　正　行

前　追　美智子

宮地伸夫先生

閏中瑞枝さん（邦科助手）

盤根啓子さん（事務員）

篠崎美嘩さん（鹿相島大学4年）

相中　童さん（鹿児島大学2年）

以上　計55名

シダを求めて　　佐多の旅

55曇　　大　音　正　行

8月11巨巧二番八時，伊坐敦から昆虫班の華中とバスで鳩滑にむかった○紆三十分で鶴泊に着

いた○　ここから鶴泊を埼れている川にそって，奥地にむかうこと（・てした0川といっても囁凌メー

トルrり浅いものであった、。そうとう奥地まで水間があった。永憎といっても小さな東を潤のこと

である0南崗だけあってもう脱穀をかこをつてし1た0　しかし脱穀肇結おかそ受ったもので，足でガ

クガ夕刊かすやつを使つでハた〇量のむきに苔がってしへた，シラクマカズラl叫、亨な白い葵が，

鮎へへんかわいらしかった0だんだん両側の木々が，瀬上に芯㌘主音かぶきってきだした0

道が太きくカープした所から二メートルぐらいかりた所に，リユウビンタイが炊事青々とした葉

をつけてミハるのを罷つけた。大きなものは巽西蔓亨が二メートル軒華にこえていた。これは関節

を持ってしつて　その関前にけ　を酎こ曲げるとすぐに分れた0太きし1やつfア）鞘酢受，にぎ㌣こぶし

－8－



ぐらいあった0　あま　に　ツノ1だったので，これをバックに記念号貢をとったが，聖が妓いって

しまって，方・しくもだめになってしまった〇　このあたうから通の市制に沈，ヤツデの太きいのや

／J‘、さいのが無等如二項いていたっ　卦そらぐ実から発芽し，成績したものだろう。

やがて童定男九，広場となっていた0　この広場にはいる少し幸司の木陰げの所で，ヘゴを五六本

見つけた〇二かそらく酎左したものであろうと思われる〇だれもこのようか薪まで，わざわざ鰭え

仁′ここないたろうO　へゴとしてはまだ小さなものであった乃で，一本もって帰ろうと思って掘って

みたが，積は少をどではとうてLへ堀国史れる　のではなかった○　この広場から先は，炭を運ぶた

めに作られた，丸太のレールが敷いてあるだけであった0そこで昆虫娼妓ここに残って採集する

ことになったので，我々植物魂だけが，こ1乃レールの上をさらに奥地に向うことにした〇　このレ

鴫ルは地面の上だけを走って齢へなかった○所々触所が幻れて，この丸太レア）レールは橋のように

もなっていた。⊃大きなものは，高さが五メートル，長さが二十メートルぐらい吐あったろう0

炭を運ぶために作られたものであるから，もちろん手すりなどはっしへていない0

この橋の所でl：′ら丸太の上を一人ずつ，バランスをとりながら渡って行った0昆虫嬢と分かれて

しばらくして，．星亨n蔓の上の，たかれて半ぐまれポ篭っていた未の韓に，ヘツカランが三枕つ

いてしつるのを見つけた。たい1へんめずらしいものであるc

レールが川のすぐわきを走っている所で，前進

ン　　／♂をやめることにした0しかし，レ一項まさらに

／ク′　ずうっと奥こり方まで掛へてしへた。士手のジメジ

メした所に，まるで禄のカーテンを潜るしたよ

うに，へラシダがピッシリはえてlハた0　その中

でマツザカシダを発見した。煉グ〕串の白い部分

がたいへん餌象深かった0

ここから亨らに奥地に行った所に，たいへんめ

ずらしいヘツカシダがあるという話であったが

美し㌢かよわき女性がいっしょの上，採集して

来るだけの時間もなかったので，このシダの霜

象はあきらめた。

このあたりまでくると，たいへん静かであった0

伺えてくるの蛙，岩の上をすべるように流れる

ものすごくきれいな水の普だけであった。

一口のんでみたら，つめたくてたいへんうまか

ったので，蝮Lへつばいのんでしまった。

しばらくこの別天地で休んだ複，今竃んできた

道を下っていった。

ー9　－



ツマベニチョウの擬死について

55R　　津之地　漠　穂

今年度（19d5年）生物部佐多採集旅行で初めて，ツマベニチョウなる　のを且た0だがそ

の三那加こ一頭も採集できなかった隼。悲しい鳩りである。同旅吾で他の人が二頭は採集できて

いるのぞから。

ツマベニは旅行者二日目（8月10巨】）伊坐敦と佐多坤周では，わずか二ヱ責［壊したた廿ちつ乳が

強すぎたせいだろうか？

三日巨］（8月11日）。この日は「嵐の後の静けさ」0我等を悩ました台風九号も完全に通過し

嘘のように惰れ上っている。

「今日こそ堆好日．／」

嶋泊を凍れる川の上流付近を重点的に採集した0川添いの亜巨を上りつめた所に′甘木切り出し場

があった0士は水分を多分に含み，こじんま少とした採集場所となっている0

ここで亀虫班離村寮をとった0　しかし，目たけは輝かせて0　　　　ツマベ二が1献′でいるのは

今日だけで十数回酎箪しているが，一匹も自分の三角紙に蛙，ぼ入ってくれぬ○　この明射冒し場

で一頭の谷が吸水しているのを目撃した。これも収穫できづも　別か珂蜂谷が一項叉，吸水にや

って来た0

もうこちらはグロッキーtてなっていた。傍杖，血気に逸る数人が，あの美しい，頂雅を嫌にかけ

より，ネットを撮りまわすのを傍増していたo「バサッ」永山常のネットのスプリングにツマベ

二の羽が当ってしまったらしい。「ストンっ」箇体・′・二膵胃えーっせず地薩に落ちた。「叩き落しだ。

即死／0」と直璃する。皆，永山宙の所にかけよった0　しかし隼の想項に反して，三角榔て入れ

られたツマベ二は，力強く，ガサガサと姓をばたつかせてしへた0　スプリングはけ羽に当ったらし

く無惨にちぎれている。しかし同じようなことが4一一50分後に再び起った0

叉，別個埠がフワフワと吸永？に降りて来た○切り出し場脛は，即Pさんと，未練を捨て切れを

叫号路常と僕が残っていたのだ。エネルギッシュ夜宮囁君が，すかさずネットを振る。Il撮るll

と言うよりも，むしろ，”かき回す川と言った方が風雪をようだ〇もちろん自分もその時，そん

射様子であったろう。波が天魔少をやった0「ストンJo叉落ちた。今度は前回のように「バす

、ソ」。と言う音が全々しなかった。

本当に空振りであったらしい。個体は鱗粉一つ落ちていない完全な省だった。ツマベ二は三角紙

に入れられた。それから「しまった」。と言う様子で初めて「ガサ，ガサ」。をやりだした0立

派に宅きている。かすり傷一つをかったのだから‥・・‥

このことにつレゝで活がまとまらぬまま佐多旅行もすんだ○　もはや十二射てなってし‥まったが，そ

の時の問甥を考え伍してみた〇
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一回目に薯ちたのは羽が破れたためであるとも考えられる。しかし少なくと机4が少し梓れたぐ

らいでまっすぐ「ストン」と落ちたのは，不思議である〇

二回縮ま，供の且たi］でlシま絶対ネット杖澗埠にふれていなかった〇　このことは田中．さんも目撃さ

れていたから，ほぼまちがいなし1でちろう○

するともしかしたらツマベニは擬死と言う曹性があるので揉たかろうか？僕は以覇佐多に分ける

ツマベこの擬死につLへてふれた記事を何かで読んだことを覚えているくつ　たしかに，その記事の円

容は叩佐多で和てとまっているツマベこ：′こ下から石射受げたら，当らなかったが落ちてきた。擬

死か？仲というのである。

現在一生懸命その記事の載っていた本を捜しているが，どうしても見つけられなしへ0

ど夜たか，どの木に書いてあったか知っている方がいらっしゃったら，教えて下さい○

佐　多　岬　冒　険　記

28R　　宮　脇　寮　戒

八射し日。風雨依然として強し。しかし朝の一番列車で掌俊へ行く。でもその時は今日旅行があ

るとは夢にも思っていない。ところが硯にこうしてあることになったのだっ　あわてて準備を済ま

して午重10時50分車中の人となる0かくして我が生物部の採隼旅行が始まつ九つ加治木，国

分を経由して一路目的地佐多へ。佐多に近づくにつれて意外に［乳雨の強いことにかどろいた。

「これで痩あま　望めないな」と思ったゥ伊坐敦へ着き宿舎へ落ち着き，早速什産の撰集に出か

けた0我々離中社の付近を採集した0そこは木が繁っていて，吼乙りほとんど吹か食い良い場所だ

った。花も何か知らないけどたくさん咲いていた。チョウはあきらめているからもつばら甲虫類

の採集である。網で花をたたいたり，花の上を振蝉うわしていると数堰のハチが入っていた○名

称は不明である。しばらくそこで採集して，かけめぐっているとクロコノマチョウに出会った〇

しかし途中で見失ってしまった○それからアオスジアゲハを見つけたので採ろうとしたら，その

すぐ切目て変たチョウを見た。私の削てはアオタテハモド千みたいに映った。とっさに綱をそちら

に向けて撮ったがだめだった○後で人に頂して且たけど，信じてくれるような人はいたかったっ

憲声しいことをしたような気がしてならない〇そこでの採埠は結局失敗であった。次の日は佐多岬

まで行くのだと，：・まりきって夕飯を食ったので雁の調子悪し0　‥・‥・

前の目早く寝たせいか三時魂に配がさめてしまった○　あと二時周あると思って眠ろうとしたがだ

めだった。仕方なく歯を嘩ぐ〇　ところが突然雨が降り出した。どしゃぶりである。この分で妓今

日の叩行きはどう覆ることやら。しばらくすると雨は止んだ。止′く′だと思ったらまた降り始め7b

そうこうしているうちに空も次第に明るくモって来た。午前四時四十分全員が塵床す。午前六時

三十分無事食事にありつく。午前六時五十分私と津之地さんは先発嫁としてパスを縄えに町へ行
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4

ぐ。’途中の花闇でトウワタを見かけたけれどもカバマダラの幼虫らしきものは全然見かけなかっ

た。午帝七時三十が岬へ出発。バスの窓からチョウの椒寛をする。アオスジアゲハ．クロアゲハ．

サツマシジミ．ムラサキシジミ等が主に且かけられ，ツマベ二など特有のチョウは一頭も見かけ

なかった0大泊でバスをおりで，坤まで徒歩で行くのである0大泊の海是付近では皆タテハモド

キの発射こ目を嘩らせながら進む0けれどもだめであっ九。浜辺では中明君や津之地きん等はイ

カリモンハンミョウの凍集をやっているD私はタテハそドキ発射こやつ気である。山頂にさしか

かると曇，花をたたいて甲虫頭を求めているが前日の台軋乃影輝かはとんど採れをレも途中ジヤ

コウ告見かけて増資撮ったが人らなかつれっ　また現われたので振ると今度は入った。少々うれし

かった。と言うのは私は今まで一度も自分の手で採集して且たことがたかったからである。

ほとんど採生晶の夜いまま用尻に着事々。冊尻の海岸で休息していると津之地さんがタテハモド

キを一頭採集して来た。ちょっとくやしかつたから付握を渓生したがだめだった。それからまた

坤まで歩Lへて行ったが何も採範できなかった。ただ美しい馬を見ながらグッソウゲの咲いている

南扇的な道路を歩いただけだった0予定を鉦わし，歩をこわした台風9号がにくらしい。しかし

途中でツマベニチョウを軋かけた事螺少々元気づけてくれた0－時間半位佐多岬の和栗を夜がめ

で帰途に着く。結局撥も瑚侍していた太目，何も凍集品らしきものはなかった0もうあすの午前

中しかな　へのだ。我が聞いを画へてか次の日はカラリと惰れて風もほとんどなしつe我々榔鳩滑へ

行きそこから川を癌上って山の方へ進んで行った0川のそばで教本のギヨポクを見かけたことは

残々しり期待を大きくしてくれた0すぐにツマベ二を見かけた0　走って行って廃り朝わしたけど少

々高すぎた0遇が急に回っている所で永山さんが発現して，採ろうとしたが失敗0そのチョウ法

ウサギの花に徽蜜に棄ていたのだった。途中ムラサキシジミヤムラサキツバメを焦りをがら1キ

ロ甘行った所でちょっとした広い野原に出た0そこでしばらく休息していると，そこに牧水に来

るらしいツマベ二が二，三溝上空を鳴っている0ツマベニチョウ蚊何頭となく頑子島に居た時宜

つでハて魅力もない槙ずなのに，で時Lはほしかった0－項が下の方へおりて来た。皆いっせい

に遅いかける。速に永由苦んか採生に成功。残念なり。私はちょっと甘ハ所にイシガキを見つけ

たので即コさんの樺を菅カで釆ろうとしたが，それでもとどか盃かつた0しばらく休息し，吸水

に来ていたモンキアゲハを採′生して屠ろうとして途中まで帰りかけて，棒を一一本わすれて来た事

に気づきすぐにとりに帰った。そして行きかけると目の前にツマペ二が飛んで来た。とつ享に増

を振ったが入らない。そこで大き奇声で汀ッマベ二日ッマベニIrと叫びをがら蘭′1かけて行き

冊を大きくふるとすっと目の前に落ちた0すぐに拾って見ると，どこもキズはなく完全晶だった。

私は，はじめて満足感を射こた0　これでこそこの旅行に参加した意義があったと思った0榔勿の

八積と合流してバスを韓つ所までおうて行った。そこには目の前に紙Lへ川があったのでエビとカ

に行ったっエビをとっているとゴマダラが飛んで来た0私は綱は持っていなかったので麦才つら帽

子を撮ると，それこてあたって討ちて来た0　ゴマダラは鳩泊以南での採集記壕が無いと言う話を周

しったとき，またうれしかった0

バスで伊坐頬まで帰り，パスを拉鋤てから家へ行くまでの増にタテハモドキを多頭発甲．。帰る準
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頂のあい問をうまく利矯してタテハモドキを追いかけた。私が約十頭樺之地さんが十枚頭採集し

た。最後の半Elでこれだけたくさんの艮h物が採れたのだ‥・・‥‥

ああ台吼9号がにくらしい0　もし㍉用欄とも今日のような日和であったらどん射こせばらしい

事だったろうか。しかし

気げん良く伊坐敷き衡てした。来室は本年よりもつともつと負い晶がとれますようにと祈りたが

・ココ

佐　多　植　物　採　集

39R　　窪　は1久　子

八射‾L日，台風17）余波でまだ天気は悪かったが，私達歎奇瑞よく学校を再発した0　夕方巧了，

酎勺他LT瀕坐敷；・こ着いた。こちら妓再も乳も，麿児島よ舛無く，梅がゴーゴーとう査ってLへてち

ょっとこわかったっ　いろいろな二道具を擢んで，ちょっと落ち寿し1た東，ヤ＼身酔勿弧ま篠崎雪んと

・一諸に伊金敷の神社まで廃盤に出かけた。私にとって接初めての採集・た！）で，胴乱を肩にかけて

今まで聞いた事のないむずかしい名商を覚えながら採集することに最塙の喜びと誇りを戚じた。

オニヤプソテツ，イシカグマ，ツルソバ，ハマビワ，イノモトソウ，コフジウツギ，ボンテンカ，

イワヒトデ，ハスノバカズラ，オリヅルシダ…・などが，その日の収櫓である。10時，消灯0

海のすさまじい辞でなかなか，寝つかれず，友達と遅くまで，ひそひそと話しをしてしへた0

第二日目，8時前に伊坐敷をバスで出発し，大泊まで行き，そこから各班に別れて行動した0私

達は，そこから，小さを山を採集しながら越えた0登りだけで胴乱がいつ・璧わに茂った0ケカモ

ノハシ，ナチシダ，ムラサキシキブ，サカキカズう，ヘラシダ，サツマイナモリ，クサギ，ホウ

ロクイチゴ・‥・などっ

ホラシノブとタチシノブの見分けがなかなか出一来なかった0山が憂えた後，堰堤に出たっ　天気が

良ら海が仁和項らしく，キラキラ輝いて印象的であった0そこからは，採倶接したいで，そのす

ばらしい凰葦を在がめながら歩しへた0やがて，トンネルを通り，佐多榊に，一一休みして，熱帯

植物事出て着いた。巨大をヘゴがあり，その大きさにノ驚レ、た0佐多岬て草いた時，その後がめれ雄

太さに，感嘆し，目を見張った○大きな，どす黒い岩！て，外洋プ〕彼が宇「ら寄せて㍉H，桝ナて

いくところは，巽にすばらしく，ぞっとするような思いだった0そこで昼食をとり，帰粧し太泊

まで，往きと同じ道を歩いた0宿に掃　着hたのは　予定より二時間仕遅れて，七時頃でちった0

11時頃，床についた〇海は，まだ，ゴーゴーとうなっていたっ

11日，水壕鳳声　早朝4時頃から準備をしていた○潮の虜係で，こん夜に早く演もするのであ

る0私達は，7蹄て潰後の採勘て出かけた〇鞘の空気が，特別，すがすがしくて，範馬に気巧が

良かった〇滑らか私通を，ゆっくりと進みをがら，シロヤマゼンマイ，マルハウツギ，イワヒメ
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ワラビ，イワガネソウ，イワガネゼンマイ，ヘツがリンドウ，アリドウシ，などを採集した0ア

リドウシ定，全部が現やトゲだったので，どのよう鋤票本にするんだろうかと，ちょっと，とま

どった01会甲，昆虫鴎と一諸に，ひと休みして，さらに，山奥に入って行？た0小さな谷川があ

り，私達技，そこの丸太の碑を渡り，ちょっと，スリルを煉った0そ項目の淵で，珍らしいとい

うて、ソザカシダを見つけた0小母で窯の車中が白くなっている，大変美しいシダである。12時

菊に，価て帰り，すぐ，永齢イ）人達が用意していた昼食をとった。令管の採集旅行の撮後の食事

だったが，みりてて食べたので，何を東べたか全々記憶がない○　この後蛙，急いで，荷物を整理

したり，部屋をかたづけたりして，本当に忙しかった0薫磯常，卦鋸舌になった刺まさんも′こ，お

札をして，全首で記念碗影をして帰途につし1た。

今，ふれかえってみると，学校側の反対や，台風という，いくつかのピンチを全員の力で乗り越

えて，ついに，実現したこの二滴三日功業集旅行杖，高校穫後の夏休みにとって，窯fて有意義た

か乃で　生涯（つ≧粟しい思い出の一つとなるでしよう。

採　　　集　　　旅　　　行

59R　　鐘ケ江　柾　子

用意は万事OK，いざ出発となってから台風刊葉，このために採集旅行が二EH韻も延びてしま

った0　この二郎調のラジオの台射青舟と載り組んでいセ私達は，だいぶ盾祝もよくそって乗たの

で風の中を出がナる事（てなった。しかしまだ完全に裸受っている牙つけではなかった。途中の海岸

沿いでは，高波がパスの窓をたたレ、た。心中なんだかし、描かったが　伊李拉致に着いた時兄いぐら

かかさまっていた0でも折からの雨に蛙少々困った。蒲伸葬の素には布が＝・母っていて，波音が凄

まじかった0＿望朝早く童きた0　ここにいる号晶　取れる物性全部としへうくら咋採壌したい気拝だっ

た。ともかく鰯食を済ませて，先生の講と石動とを聞き，バスに乗り込んだ。皆で大泊まで行き

それからは各班に分かれでア）行劫である。私達水産の瑛総，海が中心であるから，岩の閥や砂上

のものなどを見つけながらゆっくりと歩いてしつつた。途中で一再越えなければならなかったが，

わ少と平気で堪せたの杖うれしかった○道なき薄と茄、ぼしき所を登るのは，壌な事では食いのだ

が。しばらくすると視界が朝けて，多′少域光めいた場所i′こ弔てきた。そこに撞く梅岩で浣賓を始

めた0　旭の人達は岬まで行くと言ったカ㍉　私達三人はそこに残る事にして，唐を待つ事にした。

まず蝮ごしらえをして，析よく干潮に怒ったので採奥にかかった。。しかしそこでl接せハぜっエビ

や，小魚やイシダタトやタコノマクラ危しか揺れなかった0痺少に叉再を越えて，さつき来た海

鳥でま二r′ど且てし1なしへ岩場の先まで行ってみると，いるいる，めずらしいのがたくさん，紅，青禄

アズキ色等のヒトデや，クモヒトデ，縞模様のヒトデ，それに直径1い調弦　ある色彩豊かなウ

ニ，体型のかもしろ一、へカニ，色々な魚等々，私には初めて見るものが多かったように思えた。い
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つか夏休みに‾六二牟憎に行った時，梅書で上傘が‾直径5〇欄もありそうなクラゲを見て，驚ろいた

事があったが，それ以上にこのヒトデの色の多種多様急事に技巧ろかされた。そして，自然榊こ

かける室射り不思議亨を思うと同時に，これでやつと士菜異に来た舶直があったよう：′こ感じた。帰

りのバスグ．中で接カゴビンが揺れて，今にも倒れそうで困った。r・頼てついたら賞生物の空理であ

る0外接だいぶ嗜かったので，傍や電燈の下で行なった。．ちょっと不便だが，いろん査物：が，一

つ一つカゴビンの中からヱ1拍電されると，それらがスポ、ソトライトの［・Hでかどって．へもみたって

きれいだった。それが済むと皆いっしょに′夕食であふっ　協同で多量に隼るの雷，簡単に甘えるが

推力、しいものだと思った。消燈11時，帝綻水産の班は明朝4「噺て童床なので軍靴て庚に入った。

硬も修まったようであった。皆も祇カについたらしい〇　時討カ：4時を告げた・プ）か．王む在）何だネ

♀董ていなし1ような気亨えした。。頃を洗いに外へ出ると，埼冊仕上ト射て包まれて，月光だけが冴え

て美しく言甘り香が昇をつく。サツと顔を洗ってバスに呵かった。他茂の人達は壇だ寝ている。

朝の空気を吸い込んでバスは走る。華中では・まだコックリする者もいたようだ。央′ノ‘）＿採築地嶋泊

に着いた○　初学いせいか空気が冷気を帯びてさ秒やかな心持ちだ。克くからラジオ体操の声が聞

こえてきた。しかしここの海一一　は今まで子った毎の中で．輯　荒れてレ、て，受圭どころで′′ま意か

ったe断念して引き返した。他の虜もぶっつけバスで、疋る喝でちる。そ・丁’鳩射て水魔班の人確定道

路脇の材木の上で瑚査せとった〇′加に行くらしい人達が，めずらしそうに且て，通って行った。

γ哩側にあった橋の下竹中岬′ま，とても冷たく，気持が良かった。ここにごま大きなエビがいたの

で．男子に埠んで取ってもらったが，これが宿lア）食垣に出ようと漂鳥のなかった。そして再び伊

坐激へ帰り，記念再影の後，庫金に着いた。衡毒と共に甘右つ方を通って局った。バスr？）揺れ心

地が揺りかごに似てしへたのだろうか，後からは膏服恒HしていJb午後4時，学校に着く，あれ

やこれやて㌣′式をもませたが，楽しく過ごした二清三酎′り採集旅吾も，これで終ったのである。

思　い　　出．の　佐　　多

15R　　菊　谷　幸　枝

引童7）先生方と代々昔物部員三十人祭りの一行が佐多岬へ出発したのは，台風九号の通過した直

淡であった。その為，到着した日枝採集らしき援隼はできなかった。でも一応落ち着いてから宿

舎付近を，採集がてら‾軌へて且たので．宿舎近くの様子は大体わかった。こ射ますぐ布である。海

は台風の余波で卦おかみのように憺受牒わわでいる．〕

堂朝午前五時起床，早めに朝食を済ますと，いよいよ撰集に出かける。ノヾスで大泊まで行き，そ

こからは山越えだc　マムシ援出ぬかと気をつかhながら，汗をふきふき登る〔ナップサックのひ

もが薫行こくいこむ。途中，上級生の方や先生義堂習って何種類かの植物を採った。でも各称を良
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くのみこんだLつl’ま，サツアサンキライとか・ハマゴウなど捻んのわずかをものであった0基衡

採宰物を整骨する囁，どうも今日蛙収穫物ぷ′少なすぎたな，と思いながら横を見ると，三年宅の

人達もり　せつ哲と整理中だ，ホルマリンをかける為のナイロンの嚢にいっぱい0私浩明J］こそは

頑張らなくて淀，と思いつつ床につく。昨晩のようC′てやはり波の予は非常に大きい0その昔が不

気雄に響き瀞か夜色をにぎ才フしている0昨晩接　触車7ためだろうと思っていたが，どうもそう

ではなレ1らしレも

三日目の甥，人の気配で目がさめた。鮎ままだ軒ハ0永尊踵の人音が出かけるところだろう0　私

掛植物頭．それに昆虫班も，七時過ぎには弔かけた。その日は輝夫笠でこ打旅行だ同行受れた，

リーダー格の篠崎さんの後にくっついて行った。できるだけ多く叫璃物を知るために。ちょっと

再′り手へさしかかった瑳ケこ，かわいらLLへ，シラタマカズラが見つかった0　言つそく胴乱の中へ

しまいこむ。山の中へ入るに従って，珂乱も重くなってくる。シダ甘の且分け方，つまり葵の先

の方や領の先を且るという事も覚えた。シダ甥と珪・同じ様に芭えても，何と種類の多いこと，

とは私のシダ灯苛する感想である。かなり奥の方でヘゴも見られたっ大夏大きなものだ0昆虫班

の入はさかんrてツマ′さ三更＿、ヨ＿ウ蓬量っている0竜が細くなってきた0炭を槙こびだす為の物か，
、、＿＿．．．．＿一ム・－－－

小さを丸太も救かれてれも。その－′勺，その丸太だけの所もててきた0すなわち，小さな谷川など

の上に，橋の桂乏彬で丸太が並べらJLで．1る〔つだ。そんか膏を・妾る1’′つ辻，あ’重力気韓こり良／1の

ではない。巨禍勺瓶のすぐ手前の，希債の稚闇らしきものrノつ所で，とうとう私はまいって，近くの

石に膝を下ろしてしまった。甘也先生が，胴乱など持って下さり，渡る箪領などを教えて下さっ

たので，やつと，［摘ケ叫に着くことができた〇そこで冷めたしへ水で手を洗った＿り，しばらく採集

したりした。‾F射せ　その丸太の麿もなんたく渡れた〇

今恒慄鴇したものの41で一番好きだったの′まや・：柚，シうタマカズラ，それ：て，月報の一種であ

る，カメノテ揉印象寒かった。

佐　多　岬　採　集　旅　行

55R　　永　山　光　義

この旅行舶粟の高校当三溝におぺ′、て最もすばらしい旅行であったと思う0　針瞥け旅行のように用

件での採ノ集旅行は始めてのことであった。この旅行にも最初は意外なものが我々を守っていた〇

それ焦台風という邪頻物であった。この菜摘狛てよって我々の計画は狂わされた0八目七日出発の

計画が二日穫朋きれて九日出発となった0　し′かしその後は全てうまく∵挙行した。九日の夜，雨が

少しばらついただけで，後は天気　回復した〇

さて十円早朝より我々の活動が塘まった。宿舎の伊坐数より大泊まで行ってそこで昆虫・水産・

植物の三頭に別れた。撃は昆虫班に属していたので捕虫榊をたずさえて，さっそうと出かけた0

まず大泊から田尻までの山堪えが始まった。そして冊尻の海窪を軽で坤まで，ずつと歩いて行つ
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た0

まだ一度も尭たことのない未知の土地を好きなこ采集をしながら自分の足で歩いて行くのだから実

に楽しかった○

盈台に逗ずくにつれて熱帯樹が茂れ㍉ぺ裾′こも萌の端だという感じがした0輿望台に登って四万

を夜がめてみると，外海の荒波が岩輝を洗っていた。その辺を少しばか針葉生してまわった。パ

テとアブの堰が三種葡漁ど採集できた。台風が二日商にきたせいであろうか媒溺比この辺で接見

あたらをかった。ここで昼食をとって，又もと来た道を引き返し，今冬壮澗尻から大泊への山越

えだっ

窯賭党議封7井和事さんとコ／1つしよて手桶した。その間に楼接潤やさんから，この禾！‾ま何謀の食葛で

あるなどと，いろいろなことを数えてもらった。これも楽しい思い出の一つとなるだろう0　また

サツマゴキブリの成虫と鳥虫たど採嶺した′つ

大泊の海窪までやって来ると，水産礎草連中が先生といっしょをて採集していた。名前はよくゎか

らをいがナマコなどが採集されていた。この時はもう夕方だったので採イ鳥は打ち折られ，この日

の目轟が終ったっ

十一〔＝ま永蔑舞妓湖の満ち干の競係で朝早く出かけていった。昆虫嬢と植物班は後から出かけた。

今日〔′〕討画は鳩清での採集だった。ここ亡′こは剖合と煤がいた。佐多が比隈としへマフれてしつるツマベ
ー．－～－F、

二三三五カを見つけて・あわててとり逃がしたのは残念であった○　もつと落ち着いて行動すればよ

かったの〔てと悔んだことだった。でもその後十肇且集できたのでうれしかった。この鳩帝では喋

は十骨戒はど採集できた。ここでの採集は午前中だけで打ち劉少，午後は病舎へ向かった。

帰りの′ヾスの中も実に細やかにすごすことができた。今度の旅行沈積牒二的に且で穀′C大成功であ

った。叉，部員の間が規麿にたったのも大きな攻磐の一つであると思うD

この成功のかげ私法鹿大宅の篠崎さんと姻串さんの協力があったことを忘れてはならない。

イシカグマ（佐多採集旅行より）

57R　　宵　闇　克　子

イシカグマ，それ妓植物をて興味を持つ人ならおそらく「あゝあれのことだな。」と思い浮かべ

るであろお㍉敏也の林間に宅ずるごく普溝のシダ値切の一博である。

私が佐多濱集旅行（′て同行した時，始めて聞いた植物L乃名がこれであった。それ；汝なぜかこの言

塞が壷から璃れないしγ）である〇　今でも土手通を散歩す．る醇念どシダ植物が凱こつくとすぐイシカ

グマを思い属す・7）である。

八月九日，伊坐攻に着くと落ちつくまもなく私達植物魂は，同行の鹿天文牌学部の篠崎さんに

1垂れられ，近辺の採垣に出かけた。′」、雨の降る凋今の賢色は，音二手つやか舎緑色（てかかわれ，のど

かな平和そのものである。私は実に気分爽快であった。前々からこの土地に足を麿．んでみたlハと
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思ってし1たし，又伊坐淡の人達が大変瀾哲であるという事を涌いていたゼ斗γかもしれまい。こ・り

王，1恒二心から誹牲し，擾一ばいくて碑畔′な′堅気をすう事が出一来たのもそのせLへであろうっ

「それ焦イシカグマですよ。どこにでも奉るシダですがね。」宿舎を一歩出た土手を指さして

篠崎さんがかつしやったっ植l物にはほとんど無知とし1つてよい毛に吐，もちろん始めて稲く名前

だった。竣メートル行くうちに当然の如くこの名前を忘れ再び鳩いたのを覚えて（る0本当にな

つかしく叉楽しい思h出をこのイシカグマは私に与えたように思才つれる。

私達は深い塚本に包まれこんもりとした古い神社忙向かってあぜ．一．至を歩いていた0埼紫の小さ

な花をつけたコフジウツギがFの一郎真であったe　これ告似た名‾喜乃ウツギ沈歌で有名後「うの花．j

だそうだが，しかしこれまぢ両である。シダで妓イリヒトデ，オオイブヒトデ，オ二ヤブソテツ

そして一枚の・薬から成り，ヘラ合形に似たへラシダ，各沙た形をしたアマクサシデ，これ杖典明

的な物はあまり罷られず，変形の物が多かった。それから私つ項を悩ませた物にホラシノブとタ

チシノブがある。今標本を且比べてみると完告′こ躍っているのだ気付くのであるが，あの時はど

うしてもこの二つを見分ける事が出来ず，翌離勘り方へ採集に行った時も篠崎さんに何洞も明い

た。そんなわけでこの二つのシダも仏にとってと璃さ深い植物である。神祇に度，足をふむ所し1つ

ばいにチジミザサが，叉私身が普通みるイモの菜の何′倍もある大きをクワズイモがうつそうとお

い茂っていた。神社の奥にサツマサンキライを見つけた。佐多に行く前，パンフレットを作った

疇本で調べた事があったので名前だけ甘記憶していたのであるが夫物性始めてたつ7b　サンキラ

イの†樽で佐多地方に多く見られる。それからいつか凰i」に採集：て行った時ムラサキシキブとい

う美しい名商を持つ柄物を教えてもらった事があったがこの土地でも見られた0　相良に壌紅色の

珊花を咲かせ，晩秋（て！一丈，潰紅紫色に熟した果実が群がって非射て美しいそうで・ある0　ムラサキ

シキプと言うと何かしら美しい適し十拍：響、Lへ出される。そう十二単を着かざった女性のはなやか

な平安朝を……私はその碑勿ををがめながらふとそのような事を考えていた0

曇十日，佐多岬へ向かった。大泊の海崖で揉ダンパイヒルがオ，ハマゴウ，ネコノシタ等，山

地に入りこむと多くのシダ甥が私達の商に現われた。今記憶して1ハるのは，シロヤマゼンマイ，

ナチシダ，ゲジゲジシダ，オリゾルシダ，タイワンコモチシダ，コシダ，ヤプソテツ，ノキシノ

ブ，カニクす，マメゾタ，どれも普滴に見られるシダばかりである。が私にとって蛙始めて見る

も同然何　か　が新雛であった0

岬に行く途中，様の自′射てかかわれた中に－りんの赤Lへ花が私達を印象づけた。ブツソウゲで

ある。佐多という土地　しかも貴赤な花，それらが闇係してなにかしな情熱的な感じを受けるの

でもった。そうしてブツソウゲと比較しでやさしくかのいらしい鱈栗の茂をつけたブウゲンビリ

アも美しい花であった。

岬の賢色の素婚し言は，この私では説明する事も埠来覆れったゞもういつまでもその場から離

．～′1′たくをlハ気樽であった0　この自然の毒し蔓に私達は疲れも一ペんに吹きとんでしまう〇　ジャン

グルの中から岩鍵に出て廉をながめる。この大巧然の中に今自分はいるのだ夜と，何度心に言い

きかせたかしれなしへ。それ妓柄物採範であったからこそLへつそう私の感激揉深かったのかもし．れ

－18－



なしノも

岬からの屈鋸ま，私は友と素満しい賢色を夜がめつつ∴大声で款いをがら全霊た一母をひき返し

た′⊃そして大泊！＝て来た時，「，これがパスカルの言窯で有名か筆だよ。」と言マつれ，ふと立ち正

まった。点ずかしLへ事ながら‾私・’′一丈この葦をみるの4二，始めてである。今までもちろん無らたかっ

た0し1や注意して観察した事がなへ披く：．こ気付かたかったと言った方が良いかもしれ桑折〇　救い音

色督した単子藷で思ったよりも強かった。「これがあ√）章かっ」心√）41でそうつぶやきながら，

な／て．たか心残りのせ渇気拝で大泊を去った。

聖十一日，鴫諭の山奥にはいりそこで珍種，．マツザカシデやヘツカラン，シラクマカ∵でラ等を

見つけた〇叉巨大なリユウビンタイにも，これがシグ積lr〕一r子かと卦ハ亙れくノ圭一尋であった。

以上で私のイシカグマシて始まる植物採集は終るG　どこにでも見られる物や珍種や恒ろいろあっ

たっ今窯もう記憶睾恋いのもある。しかし，私にとってrも　どに中半切甘言甘めて見初めて萎重患聞

くものば：か　であるから，どれが珍頂と言う率は出来たれ。全て叫好物が．珍￥机CrJ、㌫れ離萬て感

じるのであるっ　それでこのイシカグマに始まる佐多の採集舟行は，室渾吋釦1出になる事と思う。、

今築，いつの目か再に登った時，イシカグマヤその他の仲勿は言柏一心の友と揖会った痔のはう

を，そんな練清を私の心に呼びかこすことだろう〇

採　集　記 水産グループ

59R　　吉［司　尋ト子

Menl〕er：宮地先生

比山・ノ沐憎・宇和・岩井・鐘ケ江・古座い八花・柴原・定・肥口・玉利・小冊原

Tool：カゴビン，カナヅチ，クマデ，ドライバー，アミ，ビニール肇，玉手

8月9日

再っ台現の彰牒多分にあり〇

11時　鹿児島市出発一→4時　伊坐致着

8月10日

8：0　0

植物・昆虫・水産グループ伊坐放出東→大泊一寸［射精毎岸
ノヾス

永登の女子（埼ケ江・肥後・甘項）は′宮地先生と，慣尻海是に岬まで行かずに残った。

干潮は14：D O，15時頃から採集謂始。海女は冷たく，塩分が多い。

砂漠に：′ま瑠々の月の殻片が多く，悸（′C，巻貝嬢が多かった。

14：CH〕岩井さんと男子八人が帰って来た。
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潮力千　穂める．

大小17）タイドプールが，甘栗でハて干いた′鼓の鳥再伸㌣お　アヤウミシダ

（コマステル科）やコウウミウチワ等があった〇

◎大プール：深さ1周債

岩の表面には無牧のウニが，こびりついていフ払

大部分ムラサキウニであった。

小プール：．柔さ10′・㍑～20′鼎位

ヤドカリ，イシダタ　ミ

1占：n O　副積毎是→天満梅岩

大泊瀬是

この海Jまま，入江になっており，簸・浩静であった。

8月11［i　嶋　纏。

5：5口．水撞グループのみ伊坐激発　→　廟鋸海鳥

早朝，行ったにもかかわらず．全然戻れなかった。

8：〇〇　鳩再を出発　→　伊坐・敷

昨日，撰集したものを瞥華して，植物，昆属グループが帰ってくるのを待

一一ノCl

以上，私の三日間り日記です。昨年のけあこうIIには，植物日記を親等しましたので，今且妓

第2男として，水嚢日記を手がけました。

何しろ．今年，明治て来電のほうしオせいか，学名のわからぬ珍品も多くも　今だに，未l朴の

も（′つがあります。

それで一応，はっきりしたものだけ載せました。

手采生記環

軟体動物門

順足珂　　アメフラシ科

イソアワモチ科

ニシキウズ科

ユキノカサ一年

エゾバイ科

ツタノバ科

スカシガイ科

こシキウズ：租

スカシガイ科

水産グループ

アメフラシ　　　大泊

イソアワモチ　　滑尻

クビレクロズケ　瑠尻

ウノアシ　　　　大泊

イソニタ　　　　［軋乾

マッハガイ　　　璃泊

オトメガサ　　　田尻

クマノコガイ　　冊尻

スソカケガイ　　田尻
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タケノコカニモリ科

タモトガイ科

蟹殻網　　イガイ科

ヒザラガイ綱

ウニヒザラガイ科

月窒腸動物門

花虫網　　バラクチイス科

チデミトサカ科

銀波動物門

海胆綱　　ナガウニ和

ク

ラッパウニ科

海星網　　アステリナ科

アステリアス科

蛇屋網　　オフイオキトン科

海百合鋼　コマステル科

節足動物門

甲殻綱　　ウチワエビ科

テナガェビ科

テツポウエビ科

オウギガニ科

カラッパ科

クモガ二科

イワガニ彗

ヤドカリ科

フジツボ科

フジツボ可

脊椎動物門

魚網　　　ノヽゼ科

スズメダイ科

メジナ刹F

スズメダイ科

カヤノミカニモリ　　　　凋尻

シママツムシ　　　　　　蛸尻

ヒバリガイモドキ　　　　田尻

ヒザラガイ？　　　　　閏尻

サンゴイソギンチャク　大泊

キバナトサカ　　　　　　冊尻

ナガウ三一　　　　　　湖尻

ムラサキウニ　　　　　　田尻

シラヒゲウニ　　　　　大泊

ヌノメイトマキ　　　　大泊

ヤツデヒトデ　　　　　大泊

オフイオクラシス

マルクタンネリ

ウミ　シダ

ヒメセミェビ

イソスジエビ

テツポウエビモドキ

シワセビロガニ

アミメキンセンガニ

イソクズガニ

ショウジンガニ

オンヤドカリ

すうサフジツボ

ミナミクロフジツボ

アナジヤコ

クモハゼ

大泊

泊

　

尻

　

尻

　

尻

　

尻

　

尻

　

尻

　

尻

　

尻

　

尻

　

尻

大

　

田

　

層

　

輯

　

瑠

　

璃

　

澗

　

瑠

　

璃

　

瑠

　

璃

［ヨ昆

シマスズメダイ　　　　　憎尻

メジナ　　　　　　　　　滑尻

オヤピッチヤ　　　　　　憎尻

（憎尻，大泊沈8月10日，嶋泊は88日目）　以上
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′「司，同覆してしへただいた，国立鹿児島大学水産学部の今井教授かよび研究生の方々に厚く御礼

由し上げます。

参考文献：

原色動物大図鑑Ⅱ

漠酎軸勿大図鑑Ⅲ

瞑色動物大図鑑Ilr

植　物　採　集　記　録

大官正行，前泊美智子・吉嶺欄，宮昭克子

採集場所　　佐多一円

採頃日　　　196　・8月9日　～　11日

採英日頚

オシダ科

すリズルシダ

ヤワラング

ホシダ

ゲジゲジシダ

へラシダ

オニヤ∵ブソテツ

イノモトソウ科

アマクサシゲ

イシカグマ

ホラシノブ

タチシノブ

イワガネソウ

マツザカシダ

ウラ′ぎシ科

ヒトツバ

イ　ワヒトデ

佐多岬

大泊

ill斬自

大泊

田尻

n

U

 

n

U

　

．

－
n

U

 

n

U

伊坐敢　　　　　9

天満　　　　10

鳩泊　　　　11

大泊　　　　10

ク　　　　　　10

鳩泊　　　　11

〃　　　　　　　　11

柄物グループ　－

M加HこOY

M

Y

I・．′i

MM革OY

MMKOY

MMKO

MMKO

MMKY

MMKY

Y

MMKOY

鳩泊　　　　11　　，mY

佐多嘩　　18　　　0MK
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オオイワヒトデ

マメヅタ

ゼンマイ科

ゼンマイ

シロヤマゼンマイ

ウラジロ科

コシダ

ウラジロ

リユウビンタイ科

，リユウビンタイ

シシガシラ科．

コモチシダ

カニクサ科

カニクサ

クマツヅラ科

ハマクサギ

ハマゴウ

ムラサキシキブ

キク科

チチコグサ

ネコノシタ

ホソバワタシ

ユキノシタ科

ガクウツギ

マルハウツギ

アカネ科

アリドオシ

シラタマカズラ

キンポウゲ科

センニンソウ

キヨウテクトウ科

サカキカズラ

ケシ科

タケニグサ

ミカン科

11

10

10

n

U

 

n

U

 

n

U

n

U

 

n

U

 

n

）
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佐多坤

佃ノ坐敷

鳩泊

鳩ミ′－ニ1

鳩泊 11

OMMKY

OMK

0

0MKY

OMKMY

OMKMY

KM

 

K

Y

 

Y

 

M

K

V

▲

　

M

＋

Y

Y

 

Y



サンシヨウ

マメ科

ミソナオシ

ヒルがオ科

ダンパイ　ヒルがオ

サトイモ科

クワズイモ

カヤツリグサ科

ヤマイ

ガガイモ科

ツルモウリンカ

トベラ科

トノヾラ

アオイ科

ポ．ンテンカ

フジウツギ科

コフジウツギ

ユリ科

クサギカズラ

鳩滑

鳩泊

大泊

伊坐薮

嶋満

太治

鳩泊

鳩消

伊坐敦

大活

ハマサルトリイバラ　　　　　　　大泊

サツマサンキライ

ミツバウツギ科

アカギ（栽）

ウコギ科

フカノキ（栽）

伊ノ港敷

佐多岬

佐多埠

11　　　　Y

11　　　　Y

10　　　　　M二二

マ
」

Y

Y

Ⅴ
ユ

0

　

　

∩

）

　

　

9

KM

Y

 

Y

 

YⅤユ

Y

採集者名

Y‥‥‥吉　嶺　　　楓

MK…・宮　田　克　子

0…‥づこ　一項　正　行

M‥・‥・前　迫　美智子

同，同竃していただいた，司立璃軌音大孝蔑学部の拷島住居教授に厚　御礼申し上げます。
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1963年佐多の昆虫採集記固　昆虫グループ

用　中　　　音（虎児局大2毎）

辞之地　浪　穂（5勾≡）

永　山　光　義（〃）

中　門　孝　雄（2年）

青　山　昌　二（〃）

宮　喘’まヱ　蓑（▼ク）

か　　　寿　一（1軍）

甲。貫　邦　子（ク）

浜　相　美由紀　ク）

）へ′－Lへ′0採集品リスト0

0度週目

ヒメチヤバネゴキブリ

ノシ

サツマゴキブリ

ノク

・ク

ノケ

ーク

ヒゲナガナナフシ

コ′ヾネイナゴ

0番竣ロ

バサミ　ムシ

0墳韓日

マユタテアカネ

シオカラトンボ

オニヤンマ

0半遡召

ク　ロカメムン

ノク

ホソヘリカメムシ

ミ　ナミアオカメムシ

1965年　′＼ノー、ノ＼

採　集　地　　採集日

聞尻　　　　　10／Ⅶ

大畠一日尻　10′／1瑚

坤　　　　　10／Ⅶ

伊坐敷　　　　9／Ⅷ

田尻　　　　　10／1珊

太。均一田尻　10／咽

伊坐致　　　　9／1個

鴫i′’il ll／Ⅷ

伊坐敦　　　　11／Ⅷ

伊坐顛 9／1・Ⅲ

鴫泊　　　　　11一／Ⅷ

鳩泊　　　　11ノ／1Ⅲ

鴫府　　　　　11／Ⅷ

L的こ一夫満　10／1瑠

伊空致　　　18／Ⅷ

大由一岬　　10／Ⅶ

伊坐致　　　10／Ⅷ

－：25－－

個　　体　　数　　採　集　老

7（2幼虫）　　珂　中

2（1幼虫）　　永・山

1　　　　　　　　津之地

2（1幼虫）　　津之地

1（幼虫）　　　申　鳶

t C幼虫）　　　　水　Hj

l（幼虫）　　　　中　門

宮地伸夫

中　馬

O

T

　

人

凸

津．Z地

ヰ

　

辱

　

鴇

相

　

中

　

中津之地

津之通

津之地

津之也



アカスジカメムシ

ケ

ッチカメムシ

ヒメチヤバネアオカメムシ

エビイロカメムシ

イネカメムシ

・ク

コマダラナガカメムシ

アオクサカメムシ

彙アカナがカメムシ

トビイロツノゼミ

マニグロオサヨコバイ

ツマグロオオヨコバイ

ヨコバイの一箪

オオヒレウンカ

ギポシマルウンカ

ツマ．グロスケハ

マエグロオサヨコバイ

点ヒゲナガサシガメ

0鱗超坦

ワタノメイガ

ヒメエグリパ

オオトモエ

シロモンノメイガ

モンキアゲハ

ウ

ノク

ノク

ク

ノク

クロアゲハ

ノク

ジヤコウアゲハ

．ク

ク

周屁　　　　10．／1礪

且尻　　　　10／′Ⅷ

閏尻一大泊　10／lⅧ

甘宣一大泊　10′／1m

鳩泊　　　　11／lⅦ

伊坐敷　　　iO／1Ⅲ

鳩泊　　　　　11／1・Ⅲ

田尻一岬　　10／1汀

嶋泊　　　　　11／Ⅷ

周尻一岬　　10／1・1【

伊坐潰　　　　9／Ⅷ

鶴泊　　　　　11／1Ⅲ

大泊一瑠尻　10／Ⅷ

伊坐喪　　　　9，／Ⅷ

大泊一昭尻　10／Ⅶ

鴫満　　　　11／Ⅶ

伊坐敷　　　　9／Ⅷ

伊坐敷　　　　9／1m

鳩泊　　　　11／Ⅷ

伊坐致　　　　9．／l澗

鳴泊　　　　11／1Ⅲ

伊坐敦　　　　9／1珊

嶋泊　　　　11／1・汀

鴫泊　　　　11／1瑠

璃泊　　　　11／1Ⅶ

嶋約　　　　11／1斑

鳩泊　　　　11／Ⅷ

嶋泊　　　　11／Ⅷ

伊坐敷　　　　9／Ⅷ

鳩泊　　　　11／Ⅷ

鳩泊　　　　　11／Ⅶ

11／Ⅶ

鳩泊　　　　　11／1m

丹尻一天泊　10／Ⅶ
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1

1

1
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4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

〈

0

　

本

O

 

e

T

　

9

・

　

　

　

公

U

　

♀

　

∩

干

　

　

　

　

小

0

1

　

　

　

　

一

’

－

　

　

　

　

1

　

　

　

　

1

　

　

　

　

1

　

　

　

　

一

▼

－

　

　

　

　

1

　

　

　

　

1

　

　

　

　

1

　

　

　

　

4

．

．

　

　

　

　

4

．

．

津之地

中　円

津之地

津之地

津之地

中　四

中　門

中　門

中　門

中　円

周　中

中　門

律之地

相　中

津之地

中　円

聞　中

津之地

中　円

旧　中

浜　凋

永　山

津之地

中　円

由　馬

氷　山

浜　滑

津之地

か

浜　田

氷　山

津之地

中　円

田　中



アオスジアゲハ

ク

ナガサキアゲハ

アゲハチョウ

キチョウ

ノク

ク

ノク

ーク

ノク

ツマベニチョウ

ク

ヒメウラナミジヤノメ

ノク

キマダラヒカゲ

クロ　コ　ノマ

ク

タテハモドキ

．ク

ノケ

ク

ク

ノク

ク

アカタテハ

ノケ

，王手ゴマダラチョウ

コミスジ

ケ

ク

ルリタテハ

′ク

ウラナミ　シジミ

′ク

ヤマトシジミ

鴫洒　　　　11／Ⅷ

嶋泊　　　　　11／閥

伊冬色徽　　　　9／Ⅶ

鴫泊　　　　　11／1相

場泊　　　　　11／Ⅷ

11／1¶

鶴泊　　　　　11／1m

嶋泊　　　　11／1Ⅲ

11／1斑

鳩泊　　　　　jl．／Ⅶ

鳩伯　　　　11／Ⅷ

鳩泊　　　　．11／1斑

鳩泊　　　　　11／棚

鴨池　　　　　11／覗

伊坐敦　　　11／Ⅷ

伊聖教　　　　9／W

伊坐敦　　　　9／棚

田尻　　　　　10／Ⅷ

田尻一大泊　10／1独

伊坐致　　　11／1班

伊坐敷　　　11／1Ⅲ

伊坐激　　　11／Ⅷ

伊坐敦　　　11／Ⅶ

伊坐敢　　　11／Ⅷ

大泊一田尻　10／Ⅷ

大潟一田尻　　川／Ⅷ

鴫泊　　　　11／1Ⅶ

鴫泊　　　　11／Ⅷ

鳩泊　　　　11／1Ⅲ

伊坐数　　　　9／1遜

大泊一田尻　10／1Ⅲ

鴫泊　　　　11／1珊

田尻　　　　10′／Ⅷ

田尻　　　　10／1Ⅲ

伊坐敦　　　　9／1皿
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公
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1

　

　

　

　

1

　

　

　

　

1

宮　脇

中　門

炉

中　門

憤　中

津之地

中　四

刀く　山

樵　相

中　鳶

宮　脇

刃C　再

田　中

中　門

中　門

車　円

周　中

津之地

拝1　中

綿之地

宮　脇

出　馬

浜　昭

氷　山

津之地

中　円

吾．：・‘玉

中　門

田　中

炉

中　門

田　中

田　中

中　門



ヤマトシジミ

′ク

〃

ク

ルリシジミ

．ク

ベ二シジミ

ムラサキシジミ

ク

ク

ノウ

ク

タ

イチモンジセセリ

ミ　ヤマテヤバネセセリ

薮アオバセセリ

ダイミ　ヨウセセリ

′ク

〃

クロセセリ

′ク

ク

0翰超拇

ハンミ　ョウ

．ク

ク

イカリモンハンミ　ョウ

ノク

ジユウジアトキリゴミムシ

アミグ、テントウ

〃

アカイロテントウ

アカヘリテントウ

ダンダラテントウ

ウバクマムシ

11／1町

鴎泊　　　　11／Ⅶ

鳩泊　　　　11／Ⅶ

鳩泊　　　　　11／1珊

鳩泊　　　　　11／1柑

11／1Ⅲ

田尻　　　　10／Ⅶ

天頂一冊尻　10／Ⅷ

大泊一面ラ乙　iO／Ⅶ

大帝　　　　10．／1斑

鳩泊　　　　11／Ⅷ

璃泊　　　　11／1現

場泊　　　　11／1間

岬　　　　　川／1Ⅷ

鳩泊　　　　11／1Ⅱ

11／当Ⅶ

鳩泊　　　　11／1珊

．塙泊　　　　11／1Ⅲ

11／＼Ⅷ

大泊　　　　　10／1Ⅲ

天頂一田尻　10／1¶

鳩泊　　　　11／Ⅶ

伊坐敷　　　　9／Ⅷ

鴨池　　　　11／1Ⅲ

鴫泊　　　　11／Ⅷ

大泊　　　　10／1・Ⅶ

大泊　　　　10／1Ⅶ

田尻一大冶　1日／1Ⅶ

11／Ⅷ

大泊一曲享こ　10／1一環

輯尻　　　　ユ0／Ⅷ

大泊一帯尻＋‘用／1斑

旭　　　　　10／1Ⅲ

天満　　　　10／1Ⅱ

二28畠

2　　2　．－　　1

凋　中

津之地

額　田

中　門

津之地

中　円

中　門

中　門

かこ　両

津之地

津之地

浜　田

中　鳥

【力　円

滑　中

．．：三　田

中　鳶

甲　円

木　山

津之地

氷　山

中　門

津之地

田　中

中　鳥

輯　中

津之地

相　中

津之地

普之地

相　中

津之他

用　中

津之地



フタモンウパクマコメッキ

ヒゲナガコメッキ

オオクロナガコメッキ

ヒメスナゴミ　ムシダマシ

ナガニジゴミムシダマシ

キマワリ

〃

ズグロカミキリモドキ

ハナノミの一喝

ウリハムシ

・タ

′ク

カミナリハムシ

〃

こレハムシ

キイロタマノミハムシ

キノヾラビメハムシ

アオガネヒメサルハムシ

ワタカミキリ

ヨツスジトラカミキリ

ヒゲナガヒメヒメカミキリ

クワカミキリ

コクゾウ

ノコギリクワガタ

ヒラタクワガタ

ゴホンダイコクコガネ

カドマルエンマコガネ

コブマルエンマコガネ

ヒメコガネ

ーク

・ク

ク

ーク

マメコがネ

〃

坤　　　　　10／Ⅶ

天拍一田尻　10／Ⅷ

田尻一輝　　10／Ⅷ

伊坐敦　　　　9／1Ⅲ

鳩伯　　　　　11／拙

鴫泊　　　　　11／1餌

岬　　　　　　10／W

伊坐敦　　　10／棚

伊坐教　　　　9／Ⅷ

伊坐救　　　　9′／1望

伊坐敦　　　　9／Ⅷ

大泊一博尻　10／Ⅷ

伊坐致　　　10／1斑

伊坐敷　　　10／Ⅶ

大泊一田尻　iO／l斑

大泊一個尻　10／Ⅷ

田尻　　　　　10／Ⅷ

鳩1・日　　　　　11／Ⅷ

岬　　　　　10／Ⅷ

岬　　　　　10／1悪

伊坐致　　　10／lⅦ

大泊　　　　10／Ⅷ

伊坐教　　　　9／Ⅷ

鴫泊　　　　　ユ1／1個

田尻一大由　11）／1懲

鴫泊　　　　　11′／て・町

鴫泊　　　　11／Ⅶ

鳩泊　　　　　11／1Ⅷ

憎尻　　　　10／1現

場泊　　　　　11／1耳

伊坐致　　　10／Ⅷ

伊坐致　　　10／Ⅷ

鳩泊　　　　11／Ⅶ

鳩泊　　　　11／Ⅶ

大泊一田尻　10／1Ⅱ
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相　中

田　中

宮地伸夫

中　馬

津之地

津之地

昭・小

冊　中

津之地

氷　山

紳之地

永　ij

津之地

津之地

津之地

氷　山

津之地

津之地

津之地

津之地

田　中

中

　

中

　

中

　

中

田

　

相

　

田

　

田

田　中

田　中

宮地伸夫

中　門

中　馬

中　馬

憎　中

津之地



アオハナムグリ

′ク

コアオハナムダリ

ノク

※フタスジャンシヨコガネ

シロテンハナムブリ

′′′

′ク

クロカナブン

カナブン

アオドゥガネ

チャイロドゥガネ

マルガタビロウドコガネ

セマゲラコガネ

0膜題目

クマノヾテ

ク

ク

ヒメハナベチの一種

キイロマルハナバチ

シロスジバナパテ・

アシナガ′ヾチの一薄

セグロアシナガパテ

トツクリパテの一種

アシプトコパテの一掃

′ク

チビドロバチ・

ノク

アメパテの一瑠

C∴：且！、、1

ヤドリハエの一軍

ニウノヾエl‘．つ－．r預

ミ　スジミバエ

ヒブナガヤテハエ

アシナガハエの一種

げ自花　　　　　川′／1ノⅢ

鳩泊　　　　11／1現

場泊　　　　　11′／欄

鳩萄　　　　　1ユ／1Ⅱ

魯坐敷　　　10／lMI

鳩泊　　　　11／W

ll／1Ⅶ

坤　　　　　　iO／盲】ll

轢1与　　　　　11／1認

大昌一潮境　lr）／1班

ノ・こ清一廿日亮　10′／一m

坤一蛸尻　　　ユ0／Ⅵ仔

岬　　　　　10／Ⅷ

大泊一昭尻　10／Ⅶ【

少坐勲　　　　9ノ′Ⅷ

鳩拇　　　　11／1′m

鳩清　　　　11′／1ノⅢ

坤　　　　　　用／欄

澗属　　　　10／1Ⅲ

上狛÷1　　　　11／1m

岡里　　　　10／Ⅷ

11／Ⅶ

伊坐敦　　　　9′／Ⅷ

鳩泊　　　　　11／1m

江津昌一大泊　10／Ⅷ

大府一田尻　10／lⅢ

伊坐教　　　　9．／Ⅷ

鴫渦　　　　　11／Ⅷ

：周　　　　　　用／1個

鳩萬　　　　11／Ⅷ

1廟与　　　　11／咽

伊坐致　　　10／1m

伊坐敷　　　　9／1惣
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中　馬

中　属

津之地

中　円

中　門

中　馬

ブK！⊥i

津之地

潜之地

甘之助

辞之地

津之洩

津之地

憎　中

津之池

永　山

田　中

氷　山

永　山

掲l二Fl

浜　将

間　中

ノ甘　地1ニ1
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アシナガハエの一種

クロ′ヾネッリアブ

・ク

ツリアブの一種

シオヤアプ

ク

ヒメヒラタアブ

ウシアブの一埴

ウシアブの一‾種

オオクロヤブカ

伊坐敷　　　　9／1′Ⅱ

鴫消　　　　　11／1Ⅱ

大泊一間尻　10／Ⅷ

鴫泊　　　　　11／1Ⅲ

岬　　　　　1（）／1・1昔

大泊一珂尻　10／1規

伊坐激　　　　9／1悪

伊坐致　　　　9／1Ⅶ

大泊一m尻　10／Ⅶ

了フf空漠　　　　9′／潤

2

1

′ヽ

1

1

1

1

1

1

増　中

津之地

田　中

且　中

永　山

中　馬

相　中

i11申

田　中

‘二　　　　　　　　　　　里　「j

以上約150棒ほどだが，同定は咲顆を除いて全で機児島昆虫同好会r）竹村芳夫氏に卦願いしたc

生物部員一同厚く感謝熔たします0

雫本保存が不完全なために・同定増隼な物は，リストから除外してある0

漂本所在地は椚1津之地，中四，かの蔵頒したものは各自保管その他の者の標本妓囁丸高校生

物室で保管している。

彙机の中で，

アカナガカメムシは日本で教頭しか採集されていないそうです0

フタスジカンシヨコガネ，ヒゲナガサシガメも二珍品。

ゴマダラチョウ，アオバセセリ法採集記預の南限である0

／

′

．

し

吋

T

＼

打
ノ

ー51－



：　一　滴　の　水　の　中　に

55R　　吉　嶺
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スポイドからこぼれからる一滴の水の中にあらゆる生物の中で　最　原始的な，単純な微生物

が室活している0　彼らは肉膚で見えぬことがしばしばである。しかし，そのすばらしい生活力と

活効力蛙　やは　令あるものだという成層骨かこさせる。今まで私技五庵にいって，この微生物

たる物に，何ら興棟を持たなかった〇その革－の三男由として，彼らはあまりに小言すぎるのであ

るロ　そして第二の弾雨として，彼らの生体〔ま，宮に私に憎悪の念をわだかせてきた〇　絞るぬると

した体表，くねくねと鋤きまわる様子，∠・まんと狛ていや夜気持て走るのである。がそれにもかか

わらず，私はこうして，じっくりと彼らを朝ること〔てした0そうする気持tてたったのは，私の頭

の中に，主物て対する広い視野を求めようとする考えが生まれ出たのだと自負してもよいと思っ

てレ1る0

まず舶徴鋳，ピンセット，スポイド，カバーグラス，スライドグラス，ガーゼ等を準備した。

また実験対象を，プールの水，巻月を飼育中の永，熱帯魚の水槽の水　熱帯魚の餌を飼っていた

水の四種類と決めたe

罷初にプールの水から観察を技じめたが，プレパラート作りや，悌徴鏡の調子がうまくいかを

レb　少しいらいらしてくる。でもじっと確をかちつけゆっくり掲拗ネジを働かす。ボーットかす

んで見えたものが，ある嘩問くっきりと浮びでる0　じっとそれにピントをあわせる0　しかしそれ

はビクともしかへ。主軒功でL一まなしへと判斬するゥプレパラートを虹有す。そして私は小さな丸い

ものが，言かんに回転するのを見つけた。あまわ小さいので倍率を上げる。私に法それが何であ

るかわからない。そこで発生にみてもらう0　この′ヾレリ

ーナが賄っているような生き物は，へマトコックスであ

ることがオフかつた0

次に目に杖入ったのは，何かの幼虫であるらLLへのだ

が，はっきり確認できない。その挙軸がこつけいなので

じっとみていると，また奇妙を物が出てきた〇　体全紡が

カンテン吠みたいなもので分かてつれ，透明であるために

ヘマトコックス　　　　　　　食物が通っているのが，よく打かるeわがもの項に・勧き

・まわつでハる，それを且てれると，気分が悪くなってきそうだ。それが，亀の子にさオブつたよう

を気がして，分もわず，プレパラートに為所ハていた手を，ひっこめてしまったっ

それから待望のミドリムシとアメーバを罷ることができた0　ミドリムシ揉，たしかに津毛を劫

かどながら，その方向へ進んでいたし，アメーバは，いLへ気になって，勝堤を伸ばして見せてく

－52－
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今怒ま巻只を珂脊串乃木を

プレパラートにしてl丁）ぞいて
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ぬるぬるとしていろ。それをじっと且つめる。でもや校少環形動物：ノま好きになれなし句それから

何も且られ′互いのでもう一度プールの水を輔察することにした0そこで見つけたノつ受シロバラコ

カゲロウ‘り幼虫であった。これによって，私蛇気管エラについての知識を得た0ふれも1つとした

気捧よさそうたふくろしつようなものでちった○

シロバラコカゲロウを罷られたことに気をよくした私鳥，どんどんプレペラートを作って観察

し昔けた。し小し残念をこと（・て，ツリガネムシを，熱帯′漁・ノり水槽・乃ノ恒つ中：て認めたにすぎなかっ

た。結局塾昔喩・ア）餌を飼ってた′如て比　何もみられなかった。車、つともつと見たい物接あるのだ

が今回一月椚察・受一応これでかの狛てする。葦梓できて名のの与った生渇も　膏こnよ　になる0

ミドリムシ　　　　放吟1ena7　血rはis　　　　　　　ベ　ン毛虫溺

アメーバ　　　　　AmOet）a prOて；eu－6　　　　　　　　穏　迫　虫　類

ケンミジンコ　　　qyCユOpS VicinuS　　　　　　　甲　か　く　頚

ミジンコ　　　　　mphnla T）lex　　　　　　　　　甲　か　く　頚

ゾウミジンコ　　　　Bosmlnalc〉nglrOStrls　　　　甲　か　く　類

シロバラコカゲロウ．飴etis therniclユS Ueno　　　　昆　　虫　　類

ツリガネムシ　　　　Vbrtlcella　　　　　　　　　　　　　せん毛虫頚

へマトコックス　　　　ベニアブラ　ミミズ　　　　オオミジンコ

こ咽登によって私の得たもの法，ただ観て甘勿孝に対する興味だけではなく，］三ある物に対

する考え方をも拡張したと言ってかこう。ただ一滴の水の申乃主拗。彼らは実に小きしへものでは

ある。しかしいかに小さいも乃であろうと，生ある物に珪湾やない0　この璃癌に瀞いて，みえて

Lへ査う；ら私に吐且えなかったものがあったかもしれなしヽ　今後縮ま，ゆるされるかぎ錮亘徴鎖を

のぞこうと思う。－覇の水の申ふても生食ある物がいるから。

車　木l野．の　海　産　動　物　採　集

57R　　宰　相　誠　一

十一月三日（文化の日）僕達は串木野へ海辺の小初物を生きたまま採集するために出かけた。翌

日の文化祭のためにである。十コ嘩発のバスで鹿児島を出発，一時過ぎ亡′こ串木野駅前に到着した。

それから撞歩で虫大野の長崎鼻といわれている所まで約三十分，午後二薄絹に郎加如頂いた。

着くとすぐに採集，干潮は午後二時半頃である。早くしたいと満ちてしまう。苔つそくズボンの

裾と鰯まくりをしカゴビンを判てオ㍉ナて声接しはじめた。ここの海岸はちょうど指宿の長崎鼻と

同じようで，そこら一面岩石で干潮の今・そこら慈ずつと潮潜に在っている0絶好の採集場で二あ

る。一見したところ何もいないようであった。しかし岩をあけて見るとヒトデがくっついているC

吾とほとんど同じ色をしているので，なかなか区別がつかない○　岩の問に・：・ま，ムラサキウニがし1

－54－



つばいいた。岩をゆすると，カニが大急ぎで飛出してくる，手をもっていくとハサミを持上げる0

ウミウシが岩の上をはっている〇着を才つって罷ると，おもしろいことに，そこfても扁形萌物や童

形動物の領がいた。特確苦労したのは，イソギンチャクを取る時である。大きしへ岩にくっついて

いるl二つで，どうも勝手が悪い，でも岩をかいで西匹つかまえることが出来た〇　たぷん石サンゴ類

のキクカサンゴだったと思うフ㍉　大き奇石f・て，それこそ蛙の轄み場も‾なレ1位に，ぎっしりとくつ

つしハていた。ざんねんなことというと，友達がつかまえた，何か軟体動物のオビヒラムシに似た

動物であったが，水を換える時に逃がしてしまった。このようにして，三時間余りのうちに，大

体の動物は採集できた。腰も痛くなった。そこで五時半頃の汽車で滞ることにして長崎鼻に別れ

を告げた。長崎鼻には東支彗甘・7〕措彼が打寄せていた、。深海は大漁で蛙をかったが，疇現が埠瀾

だけに，まあわい万ではなかったかと思う。ヨ針∃の文化祭では，この勒物遠が永増の中であいき

ようをふりまいてくれた。

なかこの日に採生したもの！′ま，Fの増力。

ムラサキウニ　　Anthc〉Cid且ris eraE；S土Splna

練肢動物門　海胆綱　正穆頭

ヒメウニ　　　　でeImOtrena SCu＿］やmm

棟皮動物門　海胆欄　正形鋼

コシダカウニ　　Mespil土a gl01〕uコⅡS

疎皮動物門　海胆鯛　卵形目

サンシヨウウニ科

ムラサキクルマナマコ　　Po］yche土ra・rufescens

確度榔勿周　海鼠綱　海肖事

イトマキヒトデ　AsteriI迫　peC‾はnifera

練皮動物門　海量綱　有辣目

クマドリゴカイ

環形動物門

サメハダホシムシ

屋虫動物彗

イイジマヒラムシ

扁華紹射勿門

ツノヒラムシ

尉捗動物門

アステリナ科

Perlnerels cはltrif－era

多毛虫網　多毛虫類

Phascolosom Scolo‡）S

星虫綱　崖虫類

Sて；ア10Chusijimai

渦虫網　多岐湯彗

二Planocera ret土Cは1aT泡

多彼鯖頚

タテジマイソギンチャク　カiadumene lはCia．e

肛陽動物門　磯巾着日　東巾着頸

－55－



ベニッケガ二

、・主・竹刀門I

ヒライソガニ

第堤動物門

ショウジンがニ

節絶妙新雪

Thalp・血もa坪ymI現

頭首塵　方口頭塵

G－Oet土ce d＿eureSSa

短尾棟　方口燕族

nagtlSla d．eヱユtiて〕eS

享諷尾履　万口重鋲

シャコ　Squllla OraもOria

苗星対物門　口却目

ニシキヒザラガイ　　OnithochitOn hirasei

簸体躯勿門　ヒザラガイ目

ムラサキイガイ　　J軒℃11u－S C∋血118

軟体動湘門　イガイ科

′ヾティラ　Teguユa pfeiffbri

軟体働物門　脂性桐　原妙巌尽日

ニシキウズ科

′‾－′山間′′〝一間一一ル′r－′▼▼一仙．W′山レ叫叫ん一一一・W′－・サ′一一一．－…．′′．一一一．′′り′一一一．一叫．“一一′′′－′”′．′”叫・′一一－Wノーサ・．．一・一ノー叫ノー′一′一一′．・．一件′′．・．一．・．・・、－〃h一m′－M・・．・一一一－”－°一－”′－・一一－h′′－．′4▼一仙わんわ山一日′＿．－h′－．・一一一一一一…
、h叫。′′MJの．－れ′′一一一～　－．一′．W．－．・一一一．一一・．．．－・…－▼一u▼－一一．．．・．・．－．一一一へ・・－．一一m一一－一h一・一一－一－－“－一明…－．′▼．－一一・・・一・・・．一一一一一′川・－．・・・、へ－．h一・一．わー蜘間ん一一′ル…－′”′”′′q”・・．．▼・桝－。′°〃－．．・′－．。山。小ヽム▼ル叩′HY4ノ′h′、′”－r

凍え 県の観酌む症、ザ射

遍．あ　あエ．＿

ここに掲げる履児島県華多足類（倍足欄，厨脚線　主として庸押硝ムカデ胡）のリストは

1955牢以降，鶴丸，高校生物部員及全校生徒の手によって採集せられたるものにて，東京都

立小岩高校の梶原重三郎先生．り同童lてよったものである0

今日まで既且島県に於ける記嶺は海く断片的に高桑良興博士及三好楳徳博士によってなされた

ばかりでした。成って過去10在問JC於ける本校の標本の採集記嶺杖本県下，屋久島に及び幾多

の貴重な記録であ折　本使て於で採隼司足されたものです。

・東師技研たて言い耐耕一蔓認されたもの。

力IT〕10pOd見

事〕王再esmoidea

ー5るム

倍足網

オビヤスデ目



StrongyユOSOm土dae　ヤナヤスデ科

1・0Ⅹid－uS graCilis CKOC三三）　ヤケヤスデ

を亀：鹿児島市＋Ⅹ．22－155，Ⅹ．25一一155，X．24－I55，Ⅳ．　一一5占，

Ⅴ．5－15占，二柾．．2一一15占　領子馬（高桑－154）トカう諸島害鳥（三軍－

155）中之島（三好一i55）奄美大島（三好一丁59）

分布：世界軋　日本では化海道以南の本州四月，九州て極めて多ぐ廃する。

2．0Ⅹ土dnS nOrd．eusk土01dユ　CATTEM牒）　キリンマヤケヤスデ

産地：緯毯　　Ⅶ．51・－157

分布：青森県，埼玉県，和歌山損，台湾

3．0Ⅹidus sD．la，rVa

番地：霧島　　Ⅳ．27－t5d

工βpCO且esnldae　　パパヤスデ科

米4・叫SOlu－S Ser止Circlユ1arls　（TAKAKUW’A）アマピコヤスデ

壁鴻：璃児島「行　Ⅹ．24－155，霧島Ⅷ－158，谷山市脚具寺Ⅸ．－158

分布：本州中部以払　四乱　九州，朝鮮

馳］yd08ml且ae　　オビヤスデ斜

米5・耳panercbdlおbifldu8　（TAKAKUWA）

竜也：鷹児島市城由　Ⅹ．24－155，X．29－155，寺山Ⅳ．21－15占，加治星

野晃．2－155

分布：阿練力，朝鮮，大分県南海部郡

d・官panercユro血s sp・　（′K・1）

覆亀：鹿児島市　Ⅷ－15dl　二浩一i55

7　加anerclrO血1〔Sp・　．広・2）

敏郎頸毒Ⅶ．28－I57　W．ろトI57

8．E℃anerClrOdはS Sp・　（ノ広・5）

蜂地：谷山市碁服寺　K．－158

CryptOd・eSmi且ae　クビヤスデ督

寮費　Nl詳）nla nOaulosa．（VE弐昆OEFP）　マクラギヤスデ

産地：佐多嘩　rV・1－157

分布：埼玉県　東京　横浜　横貴賓　江り島　真鶴，八丈島，長崎，台湾

Nematoph（〕ra　ツムギヤスデ百

二Dlplomaragnidae　ミコシヤスデ科
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10・SZnTelopo且eu▼r凪　Sp・

産地：霧島　1洞．9－156

Jユ1if．ormia　　ヒメヤスデ目

Jllユicia．e　　ヒメヤスデ科

11．的1日lulu＿S COrnuて；uS C TAKA王〔U町A）

宅地：竃児島市　　K．－I5る　　Ⅱ．4－！57

カドフジヤスデ

α11101〕Od＿a　　　　唇囲綱

（コeo血ilomOrT）ha　　ジムカデ目

Schen宙11dae　　　マツジムカデ科

1．盟1alt；丑rb土uヨ　tenてユicolls　　（TAKAKUWA）サキプトジムカデ

産地：賎児島市　　Ⅳ－156，霧島　　Ⅷ．－15d

志布志（高桑－159）

分布：東京以南の本′貼　矧司，九州，沖縄

MeciStOCe‾匝1alid且0　ナガズジムカデ科

2．MecIstOCep上凪11ユS mOrOra．tus（けERHOEFP）プチナガ壷ムカデ

境地：鹿私島市城し1　丑．110－！57，本軒月光．2－155　東披罵Ⅹ・－155

沖′五島　Ⅷ．5－15d　　谷山市惑直幸　K．－！58

分布：広島，今治，雲′紬，西表，台湾

5．且飴Cistoce帥aluS　且iver〔止sternuS CS工1VEJTR工）

ゴシテナガズジムカデ

産地：度児島市　　X．22－155，寺山　　rV．21－15d

繍限寺　K．－158，志布志（高桑－！59）

分布：埼二二E県以南の本州，九州

4・Prolamnonyx h01st土1（POCOCK〕

窪地：鹿児島㈲彗　X．22－155，双．2－t55

渚限寺，錠．一事58

分布：化海道，本州，矧乱　九捕，朝鮮，満州，台湾

ツメヲごムカデ

Ⅱ．21－157

Ge010hlllda（ラ　ッチムカデ科

米5・NesogeophiilユS．kozuenE丘S（TAKAKUWA）　シマジムカデ

穫地：虜児島市　　Ⅹ．－t55

6・ScolioplaneE3℃enlユiungulatus　（TAKAKUWA）

－58－



ホソヅメスコリジムカデ

産地：鹿且琵市　　Ⅹ・22－I55

米Z Scolioplane【ヨ　mritimusJapOnlcu＿S（VERHO貢げず）

スマトスコリジムカデ

産地：霧島　Ⅹ．9一事5占

分葦：比海道，本′吊，匹匡右　九ノ鮎　沖絹，甘津，千．島

Sc010pendromor画　オウムカデ冒

Scolopendridae　　　オウムカデ科

8・Scoloて〕en且ra slユbsplnlp封∋江mllニ11a・nS（C・LIKOCH）

トビズムカデ

産地：身頃路　　K．1ロー157　　蔓久島l塩．－158

種子．島（高桑－145）

分布：日本（本州以南）中屈，朝鮮，台湾，サイパン

9　Sc010penira s症鮎澗inェpesJapOnlca′　cc・も・KOCH）

アオズムカデ

竜也：鹿児島市　Ⅹ．－155　　桜島1堰．－15占　　線島l汀．28－157

分布：本州，甘ヨ喜，九州

10・OCostignはS SCat）er　（PORAT）ノコバセムカデ

産地：度柁馬前　　Ⅹ．22－155　　駄馬　Ⅹ．－155

分・布：沖雄，台湾，中風　スマトラ，タイ，ビルマ

本項は虎児墓面内雑木林の下層から4甚同時【′こ採喫され，桜島ではビワ甥で1匹得られて

レ1る0

11・0℃○∈〕tig皿lS muユtispino∈規S CTAKAKUWA）

産地：長崎路　班．10－！57，トカラ列鮮紅と島（三好－155）

枕崎（高桑一159）

分布：沖雄，台湾，香港

1959軒竃桑博士によって枕時短墨で一握採嘱された0　博士はこれを九」川こ土着するも

のとは且たさず，「棟木たどに附着して漂流したものであろう」と記している。三好博士

はトカラ列島中から2甚撰亀されたことを報害している。私共蚊1957皐付目毒崎鼻

（串木野）に連射′こ行き，ここの梅岩堰　の岩礁の磨てたまっていた素くずの中から採奥

しました0これからこ・ア）東澤東上紅乃〇・日Ca‾ber及　0・multispino飢13が確英

に九州南馳て土着棲息していることが判った〕間近似積の分壷一覧表をかかげでかく0
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地　名
種　名

〇・mは1tisplnoslユS

O．sca．ber

O・p01土もus

O．striatはS

O．acuユeatlユS

渾　瀾　台　湾　中軍本土　朝　鮮

十　　　　　十

十　　　　　十　　　　　　十

十　　　　　　十

十

十

Cryptopld且e　　メナシムカデ科

束12・CryptOpS jap〇n Clユ8　（TAKAK汀WA）ニホンメナシムカデ

藻場：谷山絹慈眼寺　　Ⅸ．－158・．ノ1ニ　　＿J

領臣行　押．21－15d

分布：高野山，山中湖畔，長崎県小浜，小倉，楠本，大東島，西表島，朝鮮，満州

15・0℃OCryplニOpS ru－biginosus　（C・も・KOCH）セスヂアカムカデ

電場：霧島1邪．9－155，　鹿児島市　Ⅹ．20－I55　　谷山南　斑．－！58

分布：函払　本州，西国，台各　中国，フィリピン，アメリカ

14・〇七〇CITptOpS SexSpinosLlS（SAY）アカムカデ

産地：鷹児〔針重　Y．22－155　　寺山IV．21－！5d　霧島（ld O三好）

分布：本州，矧再，九州．沖絹，朝鮮，台湾

米15・Otocrrァptops sexsplnoSuS qtladristriamS（VER且0］∃PF）

ヨスデアカムカデ

督摘　霧島　1ト9－電54

分布：本州

もitho▼bionoo如　　イシムカデ目

もithつb土ida（ラ　　　　イシムカデ科

1d・蓋Othropolys arpC〕ram。（C・も・KOC王I）イツスンムカデ

窪地　頗児島市　Ⅹ．29－t55，　Ⅹ．30－I55　IV．21－15る

！V．→157　　城山Ⅹ．22－155　師殆層町篭．2－ぎ55

寺山母．21・－I5る　　本校円骨．24－154

軒櫨塙Ⅵ・28－157　谷山市Ⅸ－158　　鍔尉甘．28－157

佐多岬Ⅳ．1－！57　　長崎県m．10－157

屋久島叩．－158　　　頂子潟（高桑－143）

トカラ中之島（三好－t59）

分布；日本，朝鮮，カラフト，満州，中温　台湾覆どの壕姉的乾

17　至りthropo］ys sp・
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産地：屋久篭　Ⅷ．－158

18・も1thobiuS E手・　U広1）

産地：酎琶島市　Ⅳ－155　　Ⅴ．5－t56

長崎県　把．18－157

1q hithob土はS Sp・　（ノ拓2）

産地：韓罷　Ⅳ．22－15d lⅡ．－156　　Ⅶ㍉27－157

20・も土th〇b土us sp・　し広3）

産地：鹿児島市甲実用畔

21・hithol〕ius nlger（TAKAKUWA）クロイシムカデ

痩地：霧馴木強且泉，硫黄濠康（高桑－141）

22・Monotarsc）blⅧ∋　Sp・（末日）

産地：鹿柁馴jⅣ．21－－5占，緒島Ⅳ．22－156　1Ⅱ・28－－57

2．Monotar∈氾bitlS。p・（ノ広2）

産地：鹿児童市Ⅹ．・50－155　　Ⅳ．－I5d X．50－I55

東腺環　X．－155　　封奇鼻　Ⅲ．10－157　　佐多坤　Ⅳ・1－157

Henlcopldae　トゲイシム‾カデ科

24・Esasti郡Iat01〕iu－Slong土tarsIs　ナガゲジムカデ

産地：佐多岬，Ⅳ．1－I57　　瘍即諾・28－15711g．－I58

慈眼寺　Ⅸ．－I58　　　屋久島lⅢ．5－！5日

伊作（高桑－141）

分布：本州，匹ほ乳　九州，沖雄，台湾

25・Esastigmtot）iusionglCOrnis（TAKAKUWA知ウデジムカデ

産地：露語，伊集甘町（高桑－141）

分毒：九州，朝鮮，本州，四国

26・工a町Ctes guams Koshiy，amai（SH工NOHARA）ニホントゲイシムカデ

豪地：鹿児島市X．29－155　　Ⅵ・－！56　　加治蔓町盟．2－155

甲賀日周欄．一一54　本惣円Ⅳ．24一一56　鄭妾島Ⅹ・一一55

桜島又．24－I56

分布：窺児島・　埼二に県

この学名は鶴丸高校乃採集記録の記念となった学名である〇工且町CteS嵐ま全塵界に広く分

布してし1るが．不思議に日本で炬采生されず戦前カラフトと希球大東鶉よりわずか㌢こ2増が度す

ることが課知であった。ところが篠原圭三郎氏は1955年に鳥酎こ分布Lで・ハることを魯箆し

その時日本本士からも得られるものと示唆したもので，其の後次々とこれが確謹言とた0篠原氏

は鳥島叡ま囁児量産，埼玉県廃と同種で五・gはamuSの酎香であることを手絡し九〇畢賀川畔か
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ら（′ま前後掛捕てこわたって堆雌20匹以上採集苦れた。

形午酎舛組侶次のようである。

亘）体積　　8～5m

褐色，歩顆15　‾対（浸終歩曙は比較的長い．）

′2、弼璃小節牧し土28個

基部の2小前は称て大きい。

受戒の「耐射て紫色の大きを個億が左右各1個有在する。

これで「魔性為替各の多足璃」しりレポート甘隼ろう1，こα鞭翫里舶捕膵将らに将来の部射て

引きつがれていかん事を明摩してやせたho

輩　者　紹　介

堪　山　荘　三　先生

先主は旧一日時代からの古顔で　長年生物つ教鞭をとっていらっしゃいましたが，今年の澄用

から御病気で静事のため休職していらっしゃいます。「先室rあこう」の原稿を募債しています

が，何かか書きに怒りませんか。」私蛙先雀差分受小した時浸しへ気樺で言わ．ました。すると，一

明聞後にこの貴重な記事が半夜に屈しへたのです0　この欄をかりまして，深く瑚礼串し上げます。

先生は畷さえ透れば，家を外にし，写蜜を写したり，塗を書いたりしていらっしゃいます。周

将も毎好調かれます。碑勿採峯告始められたのは学生時代で，その時宜ただ先生確ついて行くだ

けだったそうです。当年黙「十九オの若者。

住所　　　虎児馬絹草牟田町4055
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／ヽ　　エ　　ト　　リ　　グ　　モ

S R　　は　山　武　宣

罷るともなしごて，ボンヤリと窓ごLに月を夜がめていたG　私に徴笑みかけていたかどうかは知

らないが，とにかく良い気梓であった。ところが先から目積りな奴がガラスをはいまかっている。

一巷のハニトリグモだ。そこに光を求めてやって来てLへる招かざる客の小さな即てまじってハエ

が激甚たむろしている。もちろんクモ上飢えといった扶養で物色中だ。南井そうだというところ

で私つ融察みたレ1そいつが始まる。

埠ま9時27分，クモ：ま5センチ億の射程拒酢′てはいろうとする。ちょっと危モわな，取り逃

がすぞと思ったc果してクモには気の毒だが．やはり黒鯛だ。二恒摘5．5センチ位，さすがにハ

エトリと名のつくクモだ。射程距離にはいりさえすれば，うまいものだe簡単に胸薄に喰hつい

た〇ハエは20回位はばたき，といってもその数は確かではない，その後羽撃くことをしない。

クモ鳥ただちて鳴ハ始める。く9時45分＞触角でしっかりとハエの隼をつかみ口に持って行っ

ている様子〇　生憎手元にルーペがなく沈つき少とその決頚をみることができぬのが残念0　そして

触角が芋豆巧封］賛するとはれ　ちょっと意外という感じだけど，そう思うのが愛恵のかも知れな

いが，私法特にそれがどうだこうだとは知らないから問越ではなレも　時々ハエを動かしロー乃位置

を変えてしつるみたいである。クモの削ま蚤光燈の光を赤くそして金色に冷たく反射している。一

瞬ゾツとした。もう目は見たくない。見ればこわい。クモの目はど恐いものはたレ1と思った0

くご18時＞ハエの体とクモが直角になった。果してこのクモこのハエを一匹鳴ってどの位生きる

ものだろうかと考えたら，．宅埼－一雄l！〕押卦乃いろいろ11が思い出された。彼のはいつエすむ鳴っ

たか分からぬ奴をつかまえてそF）実線をやろうとして，ビンにとじこめて韻察していたけど，結

論が出ないままクモが逃げている。私もやってみようか。そして米粒大のハエを喰うのに何時問

籠かかるかをもちょっと，その結果を教えてやろうかとも考えたけど，余計をおせっかいだと言

われそう夜気がしたので，怒局止潜る郵てした0

50分経っても形はそのま－まだ。窓ガラスなじりで，前嵐　背振左右から観察できるが，前から

と躇からのそれが一番艮いC鳴っているのかい恋いのかはっきり分からぬが，以前としてしっか

りハエをつかんでLへる。く‘1〇時10分＞ハエ，クモ一列に並んだっ　前よりはっきりと見ること

が出来る。簿が少しし、富んできた。汁だけを吸っているらLLへュ　危一本なくなっているっ　どこに

も落ちてはいない。すると，5C‖ト㌻む－木喰ったことになる。いやいやこれも酢か廿′まあるま

、つ。成しつ万に口を移す。今度は席かに積んでいる。ハエが左右に少しづつゆれるから・・‥‥‥。

く10時17分二＞頭，腹部にロの榊が見えるだけで別に変化なし－0

くご10時20分＞叉胸部に口をもどした。今まで他の虫に無頓壷だったのが，少しそれに気を取

られるらしく，先程みたいに一心に鳴ってはハたいが　ロ（・て穣わえてi′まいる〇く25分＞5分・の

2位にしぼんだ。叉，蝮を喰Lへ始めているが，嶋うと言うよりも吸うと言った感じの方が尭Lへ。
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く10時50分・＞口を頭ケ⊂碍って行ったり，棚′’こ持って行ったりで，3分と定めていない0現在

・ノま　蝮の発端亡′こ近い所で為る。ハエ細胸部と順部が禁漁呵じ位∈てなったっ頭焦やつとこき付いて

Lへろ。くご10埠45分＞徳とんど変化なし。くご1〔H専54分ニ＞ハエ套落してし、まった0　星を口・・乃

・二ころに守って行ってしきりに何かしてしつる0

く10時56分＞にく′まて別なのを捕えた〇　滴よりも大きな奴だ0射程車顔5センチ位，みごと一

発㌻や注り胸部だ。滴と凌うところ吐背に喚いついてしハるとレ1うこと0く11時＞ハエが亮気な

くかすかて手を廟かしているが，クモ且峰いついたまま。先に溝したハエは斬如；半升位しかな

かった。普通のそれ蛇，頭をつぶすと雇い血みたも．つなものがべっとりと出て乗るが，今のは片方

を針の先でつぶして縮まとんど出て来なかった。もう一方からは少し出て来た〇くご11時5分＞

′＼エが竹て胸部の腹痛にクモ蚊喚いついている。や、去りハエであっても，昔の万紙クテクラ属に

二や鼻音フれているから境のこてくわのだろうかっ　臭を張ってlハるクモなども昆虫のクテクラ上皮だけ

は境のずに残しているものを時々見かける事がある。く11時10分．＞今度は吸うと言うよ恒奪

うと言ったような様子である。しかしちょっとのショックで落してしまった。く11時25分二＞

府税華康2．5センチ位に近づいた。が，ハエはそれを知ってか知らずか，熱心に羽の手入れ中。

どうむか見合があるとし1つた様子である○クモが飛びか凍る麟晶　ねこがタマをとる時，身備え

るあしり格年とそ二つく与である。や沈柄みつくところ捜胸骨だある。もう一曲有らせよう。ガラ

スの向い刊にいるのを捕えようと身構えている。く11時45分＞やつとハエを見つけ出して，

司らせる事ができた。やはり胸部だ0胸部の背の方を喰わえたままで，ハエが死ぬのを持って，

それから唆憩うという魂胆かも知らス0　胸部だけをねらうのはどうもこいつだけで丑をさそうた。

ハエトリグモと缶（つつくクモ接その習性を持っているのかも知らん0誰か覇にこんな研究をやっ

ている人力ミいるか？と，ちょっと面仁…くなった。

ハエを捕える。そして元気がなくなった頃おもむろに前足で体をまわし腹部に喰らいつく）こ

れがどうやら連中の博通らしい。もう一度やってみよう○やはり胸部だ。背の方に飛びついたけ

ど杵手がいけたい。モミ′二しろ倍も事ゆそうなハエだから。胤離こ購いつくというところを′こせで持

って行かたいうちにハエが逃げてしまったロ　もういhかげん座もいっぱいJ′てなった0そして今の

でもうこりごりだと言うんであろうか，それより，もうとらなく在ってしまった。と言うところ

で私のふざけも捲ってしまい増したO D時15分51秒0
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熱　帯　植　物　三　種

24－R　　前　周　宗　浩

I．クキトベラ　　　Scaev01a f．rLlteSCenS tRralユSe

クサトベラ鞘

クサトベラ属

分布：屋久靖，増子篭，琉球，太平洋諸島，台湾，マダガスカル島，オーストラリア

常在地：西之表市葺許軋　澗之鴻海産

私が′ト等六年の疇行ったきりでその薇訪れていないのだが，記憶はたしかだから－簸－

そm埠，華子射て二衣しかまい太という事で射二行った。丸い石ころの海j曇と藻大が羞生して

．へる境へ目の所にクサトベラ′二丈あった。碑名1．5叫㍉真正，長音技卜ベラの5倍以上の1［用，

幅は5用ほど，亀揉明るい費頂，章面は光沢があるDトベラ穏どの臭気！′またいG

E．メヒルギ　　　　施n且Elia Cand．eユ　工打uCe

ヒルギ科　　　メヒルギ属

分布：捧摩，頃久鳥，稲ケ．罷，印噂，マレー半島，菰球・支郵両部．台湾

1．熊野のメヒルギ

メヒルギの比眼は庄歴という事で，堰ケ視てはあっても珍しくなしへ。

熊野のメヒルギは纏野湾に，それも海卦乃近くに生育している〇整野湾怯奥行受約2Km，幅約

1！ぐ用あり，その外梅と接する所妓50職位しかたで，咽て流れこんで晶1り，干掛り時：′こ蛛肇全体

が砂演と化す。そつ中に妓えびなどもいる0

メヒルギは横薫が大きいので予軒也でも生育できるので華ら′こ叢生Lでハても別に不思議で〔まなし旬

熱帯で・’まこれが海卦のマングローブを形成しているそうだ。しかし，この鴫野湾蛇頭いため・干

拓工事が行われつつあって誓円の潮ぬきもある程度行われているっそれであるから，もしメヒル

ギをずつと残して，稲が出末るよ射て在るまで額察したらど　であろうカも

2．熊野浦のメヒノレギ

熊野浦は熊野湾C7）つづきで，メヒルギが生育している所はちょうど川が流れ込んでいて，しか

もそのすこし上射ては靖子群家の塙慨の輝がある。遠のわきに技サンカクイが自室していて，昨

夏はこれを墳桑がかまで刈っていた。ここのメヒルギ紋熊野湾のそれよりも激が多いし，いつも

根元が水にだっているので熱帯をかもわせるとこうがある。一道から且ると，サンカクイとメヒル

ギとの題号聴置まつきりついでLへるのがわかる。こグ）木はある一定の登享の周に於てのみ呈管する

ようである。

Ⅵ－モン′ヾノキ　　　事由SSerSCとmi且1a argenteaJohnstOn

ムラサキ科　　　スナビキソウ属

分布：宣子鴇，諦求，台湾，東南アジア，オーストラリア，アフリカの主として漫畳に生ず0
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所在地：西之表市西之黄，住吉海岸

幼少よりモンパノキの請を開いて心をよせていたのであるが実襟に見たのは高校一年の泰であ

る0

父もモンパノキの事を詳しく知っているし，祖父母も詳しいから相当昔からあった事は確かで

ある0　今露の‾酎寺つてみたら，木は萌見た時と連った場所忙植えかえられてあって，見つけ出す

のに苦労した。父の話しではト音，モンペノキは渚から二十メートルも離れていない所に生えて

し1て，貴から見てもそれとはっきりわかるほどであった。しかし，激怒覇の台風のために倒れて

かれたらLLへ．。」と言う事であった。

モンパノキ’甘明に対して強く，その棟が布ををだよって庫にうちあげられでからでもまだ茅を

出す能力がちん　と言う事である。それだからふだんでも潮l′乃あたるような所に凍れついて生長

したのだろう0　こ年行くとこ・乃木が昌に椅れつしへた地点でなく，そこから約150′佑東の川の水門

の軸′こ移植してあった。ガジユマルの木が対勘′てあり，と夜目ヰ人家でその家の庭から接木が見

えていた。そしてモン′ヾノキの根元はコンクリートブロックで周ってあった。

瑳行ってみるとこの場所には木がをくてワラが項んであったのでかれてしまったのかと思った

が，士他の人の話で移植されたと言う事がわかった，今度移植きれた所は商の場所から潮ヒ約

50〔り1，燈台一升すぐ下であった。春みた蛸に接花がさいていたのに夏見ると根は切られて主な

校しか残っておらず，菓妓一枚もなく，幹にはコモをまきつけてあった。よく調べる事は出来な

かったが，どうも植えかえの為．かれてしまったので杖をいかと思う。

血　液　型　判　定　結　果

25R　　中　門　孝　雄

194C「、19d5年　血汲鳩判定結果

　＼＼
＼

l
1 9 d O 年 1 9 d l守

！ 1 9 占2 年 　　　 「　　　…‾－－
1 9 5 5 年 巨歩去4 年

「∴

血‾妓班 人数 枠 入　 射　 感 大「訂 「肯 ‾不 亙 「す ‾1 聞n l 喀 感

A 1 4 1 5 °7 d　O 「5 7 1 5　2 4 1 1 4 8 巨 可　 4 。 5 8

B d 1 7 5　5　　2　2 5 9 1 8 8　3 笠 L tワ’ 胃 ・・

「五日 5 9 2 可 1 5 S d 7　1
圭

5　0 8 i l 〔〕

i＋ ○ 1 4　は 7　　 4 5 ！2 8
！

9　5 日用 一一日 5 日　 2 9 5 1

i 言†

1

i 5 7 レ 「
l l d 当

／′
！ ろ2　2 ／ ′′1‘5　7　4 上∠ ユ ∠ 二二＿／／ ！

この表骨ld0～ld5（ア）文化祭に於て，太校生徒を対象に行われた紆業を

まとめたものですe
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文　化’祭　を　か　え　り　み　て

55R　　大　屑　正　行

今缶の文化祭は昨堂と趣向を変え，初めての試みとして，会場を囁示会場と実験会場の二つに

分けた。

まず実験会場ではコィ，ニワトリ，うさぎ，牛の眼球の解剖，血液増刊竃，プラナリアの走光

性の実骨たどを行った。叉受付では，稟蠣標本を渡し，女生徒にうけていた○　コイの明割は三軍

の女子が二匹行なった肪　コイをねむらすまでキャーキャーさわいでレ1た○　ニワトリの解帥ま比

壇‡と自分が行なった。首を切って血液を聖しておいたため，水がにごらず説明しやすかった。

一回熊醤賛したのだが，名前乃あやふやか所が出てきたりして，どうもうまくいかなかった。う

さぎの維持兢′ま八並薯に甘地先も　一缶の女子を加えて行査つ九）を要在所の説明紘宮地先黒が吾

を才つれ，．一班Eが多かった。牛の眼球の解剖は，眼球をたくさん用意して卦いたので部員の指導

で希望者全員に行なわせた。が女子の中にはきみわるがってさおろうともしない人がhた〇　ガラ

ス簿があま射て費しかったのでびっくりしていた。中に技レンズをみやげに持って帰った人もい

た。血凍判定は一番人気があウ判を時㈲貯一一まいつも人だかりがしてしへた。「昨年と同じだった，」

などと言っているふざけた人達もいた。血清は七百人分用意していたのだが実撃には四百人たら

ずしか出来なかった。プラナリアは目を持ってLへて，光をあてると反対刊へにげた。この会場膿

l′ま，熱帯魚しか媒示してなかったため実験が在1時接ガランとしてL′、て気重けがした〇

展示会場（ては，植物班，昆虫班，水魔班の三班がそれぞれ展示した。まず植物頭は佐多で採集

して来たシダ肇，貯尾島市円で亮隼したシダ穐　ラン薫を中心町提示した。アカウキクサヤデン

ジソウの前で妓「これもシタJか？」というような頬をして見ている人が大変多かった。昆虫魂は

チョウや甲虫の標本とチョウの幼虫禍，リンプン転写，生替　二等兵などを中心とした○　　また

増徴鏡を持ち出して，チョウのリンプンの須賀もした○チョウの標本はたいへん美しいためか，

女性の中にはしばらく立ちたまつでハた人もいた。水産娼妓，佐多で採集してきた薄幸動物の標

本や，串木野の長崎鼻で採集してきた生きた海嶺動物を中心に柊示した0佐多の採集品の中にl接

珍らしい物が哉多くあったが，全般蜘て小さなものが多かったので重量感にかけていた0　又テレ

ビ式の幻燈機をもって濱て，佐多のカラースライドや先輩の相中さんが写して来られた大島など

のカラースライドも行なった。会場の片すみには，電蓄を置きムードコーナーと称して一日中レ

コードをかけ，展示会場の気分をさらにも少上げた。これはなかなか好潔でリクエストまでとび

だしたで⊃総合して考えてみると，今辰は円客も大濠充実していて・満点とまでLへかなくても・可

なり良い轄常が出たと思われる。瑞後葦先輩の御協功に心からお礼申し上げます。
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シ＿、 ダ　　植　　物

1dR　　西　村　英　一

シダ焦どこに行っても見かける植物ですが似た　のが非濡て多いためになかなか東熊が輔しわ

もCつです。それで今まで採集した標本の中でもシダが非常に少葱レ1でした。そこでこの秋漣シダ

を甘心に採鳩したわけです。気を付けて採集すると案外壌まるもので，約40穏類ぐらい奥まり

ました。それで環′集したシダについて載察した事を述べてかきます。

A）イノモトソウ科

1・ワラビ　Pteridiun aquiiinu皿CL・）K血n var・1aて；iu．scuユum

（Desv．）ロnd

1965・10・27　鹿児島市嫁山　2一一5回羽状　胞子は葉の緑につく。高さは50

～d O珊程度0茎はおれやすく菜はしかれやすい0

2．イノモトソウ＿　Pter点　nuユtif土da　王〕0ir．

1963・8月．賂児島市城再　登山通路の入口の石垣にあった。牽：燥した所にもあるよ

うである。褒章葉は小さをきざみがあ輌畠は広く厚さは嘩い。薫の長さは20～50

／7打b

3・アマクサシダ　Pteris displr Kunze

19d5・10・7　摘児島市城山　木が茂ってLへて日のあたらない所に多レb非′削てし

分れやすい0　2～5回羽状「胞子は葉の緩ヶC付く。

4．ホランノブ　Sphenomeri∈〕Chusana，Cも・）Couel・

196ろ・10．2－8　鹿児島市域山　菜の大きさは50～占0棚

5・タチシノブ　On∇Ch土um japon土eum（munb・）Kunge

19占う・11・石　　　　原良　5～4恒憫状　はらしのぶに似ているが葉がホラシノ

ブに比べるとずつと細い。

占．マツザカシダ

19d5・8・11　佐多町鳩泊。菜の中東は白く美しい。

B）ウラボシ科

Zオオイワヒトデ　Cb］yぬS pOul土で011a（⊃on）Pr・

19る五・日・10　佐多

8・がツモウイノデ　Ctenitis　飢止噛land－uiosa C王ねnce）Ching

19651・8・＝　佐多畔加10　2恒用捨　腺　に　あるが掛りのものは某のきざみが

深い0　霧島に行　途中にも見つけたが城iLlや佐多のものより小さかった。

鼠ノキシノブ　もepisoru－S thunl〕erglantlS（Kaは1f・）Ching
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19d O・8月　単葉，樹上に多い○　旭のコケ報と一緒にはえている0　あまり臼の当ら

ない所〈て多いっ

10・ホウライシダ　A丘iantlユm Cap土111ユ8－VeI遭r土s L・

1960・8月．鹿児島舟城山。鹿児島市四いたる所で見ることができる。水分が多く

日の当らない戸狛てある。城山では登山口の付近ぐてある、コ

11ノ、チジヨウカブマ．Var．fOrmOSana！Ros．

19る5．8月　鹿児島市城山〇　コモチシダとの速い接見くわから覆いが「名付けの会」

の時，付けてもらったらパテジヨウカケマということだったのでこれで良いと思う。

或はの東斜面にある〇　りり庄　あるも・刀も多い〇

12・ヘラシダ：D土ulaziumL Suも眉inuaて氾m CWalユ・）Tagawa

19占G・8J］躇児島市城再。単葉，日の彗ら恋い滞った所轄群がってはえている〇

線i」ではMヨCテレビ塔から新照院に下．りる童にある。悪良で4か堆近くあるもの

は葉は癌か　幅も広くなっていて別種のよ　である。

15．ヌカポシクリハラン　姐CrOSOrium merg9r土anum C瓜□・）C上止ng

1960．8月　鹿児島市城山っ　単葉，頂上査くの木の上にはえで，ノ1た0　薫の長さ20

瀾0

14・オニヤブソテツ　Cyrtomlun falcatum・（1・f・）Pr・

19㌧50．8月　魔児篭市城再。単羽状藷，石垣で良く見かけるが色が嘩く非常に′トさ

い。水分が少ないためだと思う。

15・ミツデウラボシ　CrypsinlユS hastatuS（Thunb・）Co▼Pei・

19占0．8月　尭増量市城再。単葵　城山の登血道路のヰ噸あた如こもる0　このごろ

はかなり少をくなっている0　原良でも見かけた。
′

1る・ゲジゲジシダ　Phegopterls docurs土ve－plmat息　Cvan Haユ1）ぎee

19占0．8月．鹿児島市城山。単羽状薬，大きなものは40欄虜くある。登山遺塵虻

そってはえている0

17ミゾシダ　工βptOgrammal〃10111881工凪（Pisch・）C士止ng

1960．8月　鹿児島市域由。

18・ヒメイタチシダ　抜yqptris sacrosaneta Ko土dz・

19d O．8月　鹿甘島部強山

1貸イシカグマ　Micr01ep土a strlgosa（Thunb・）王智・

1960．8月　度丑竃市城山〇

20．フモトシダ　丸旺CrOlepia marglI凪ta（手もnzer）C・Chr・

19る0．8月　鹿児ぷ再待針h

C）ヮラジロ習

21．ウラジロ　01elchenlaJaponica Spr・
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19d5．10月28日　鹿児島市城由。高さ50～d O欄0戎功の西側や原良に群が

っている0

22、コシダ　ニ粗cra．nopもeris dlchoton孔　CThun－b・）Bernh・

19ム5．11．3　咤児島骨棄良。城山〔つ〕自動再適格や虎夫医学部の付近にもある0

霧，勘こ行く途中にもかなり見かけた。胞子が非常にわか上目てくしハo

D）オシダ科

23．コパノカナワラビ　‾pっ1ySticho‘PSis psedつ－ar土Stata（Tag・）

泡gaⅧ′

19d S・8・11　佐多町鳩泊。4回羽状〇

24．ナンカイイタチシダ　廿yopteris varla・（hi）0・Ktge・

1965．8・11　佐多町轍鮎　2～5幸車甘状0

25．オリゾルシダ　P01y3tie一山IRle‾Pidocaulon（H00k・）J・Sn・

19d5．．10．27　麿児島市域山。登山道路の入口から少し行った所にある0無性

芽を出して繁殖する。

E）フサシダ科

2占・カニクサ　桓go且iumJaponlcum（Thmb・）Sw・

19d5．，1！〕．27　2一一引可羽快　つる状のしだで小さな木の茎に－まきつく○　上の

方に胞子華がある。

F）リユウビンタイ科

27リユウビンタイ　AngiopterlslygOdJif01ia Ros・

1965．8．11　佐多姉舶勺。非常に大きをシダである。茎の直径は4′鼎ぐらいは

あったと思う。娩出にも同じ信りがある。以前は「天然記念物リユウビンタイの自

生地」と書いてあったが今はない。佐多のものとは比べものにならないほど小さく

高さ30～40！瀾ほどしかない。教も非常に少くこのままでは礁滅するのではをか

ろうオb

甘）ゼンマイ科

28．ゼンマイ　○〔；mnda japonlca Th且nb・

1965．10．28　鹿児島市域－jj。城再の西欄にある0

胞子葉をまだ見たことがたれ〇　原良に蛙1．5畔近くあるものもあった0　かなり早く

かれるようである。

29シロヤマゼンマイ　Plenasll＿m banks土aef01ium（Pヱ1・）Pr・

1945．8．11　ノ綜歩町略甘。塙書法1り′近くあるq城山にもあるっ　かたまって生

えている〇

三）イワヒバ科

50・カタヒバ　Sela・ginellalnvoユVenS（Sw・）S＿Pring・
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19d D・8月　鹿児島市城†臨∴現在自動車駐車場になっている所のすぐ近くにかなり

大きな木がある0その木の上にたくさん群がってはえている。前はもう一つ大きな

木があったが勢′ま切られている。

工）シシガシラ科

51・シシガシラ　Strlユth土Opter土S h pon土Ca．C mze）池女ai

1955・11・10　霧島　大浜池への登白口付充で見つけた。韓国岳でも見つけた

が非常に小さかった。

以上，今まで採篠した主なシダ横切を述べましたがかな恒ハハかげんな部分もあると野、います。

鞠て「科」の所吾ど接木てよってちがうものがあったりして，非常に迷幸増した。叉非常に似た

のカ多く当魂を且ても，わからなしへものも多いでした0　今からはもつと多くのシダ植物を採集

してみるつもりです。

なえこえ」・の話

58R　　向　　　静　代

あえこえの話，これは私の故里に伝わる奇妙を話です。私の故里，それは東シナ海に横た才つる

′ト音を島です。一年中ろたたかく霜も降らない私の付では，だるま菊などめずらしい花も少なく

ありません。天までとどくようを段々畑，猫の額佗どの畑をたがやしては漁のたい今，一家の生

計をたててLへるこの寒村。若者は皆出かせぎに行き年寄りと子供だけのさびしいこの村に，やが

て冬がやって来ると，それはもう本当にさびしいものです。木枯しの吹くさびしい夜にいろりを

囲みながら，おじいちゃんによく話してもらったあえこえの話，それはずつと昔から語り伝えら

れているとレヽマつれてレ1る〇

節分が近くなる項，それも寒い仲．の十一時から胡三時ぐらいまでの闇に，夜空を何物かが「逐

えこえ，あ乞こえ」と鳴きながら南の山r）方から北F）海の方（′こ向って鳴いていくのです0私は′」、

さい頃「あえこえ」の声を牒持たいばかりに夜かそくまで堪きているのですが，なかなか明くこ

とが出来ないものでした，〇その声は悲しく寒い夜空に冴えわたっていくr）です。すると村の老人

や老母は目とうをしながら次の様な話しをしてくれたものです。

「三月の縛句，この日：・‘ま・一番の潮時で付人は事毎に只盟カに行く行事が行1つれるが，貝取カを

していた母子がいました0母子だけの笠をはまずしく，母親は近所の漁廟の船が着くと，船を上

げた損気を干したりしてやつと生計をたてていました。その母親がある大きな岩の所でとっても

大きなあわびを見つけたのです。母親はこれを売れば子供の着物でも買えると思ったのでしよう

か。潮が満ちてくるのも知らないで一心に取りつづけました。一方子供の方は小さな岩の上で潮
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が満ちて来て位親の方へ腰ることが出来ず途プテにくれていました0子供は怪現の方へ獲たろうと

して岩の上から亀をすべらせ海に落ちてしまい波にのまれて死んでしまいました年母親は消えた

子供を拝し求めて，岩の上を泣きさけびながら走りまわりましたが，海に沈んだ子供が再びもど

って乗るわけはありません。後悔と悲しみにうちひしがれた母規はとうとう鳥にたってしまった

のです0そして三月の節句が近くなると，子供を誓しこてrあえこえあえこえ私の子供はどこにい

．ぞ）。jときけび夜がら護るのだそうです0　－1

昔から伝わるこのあえこえという鳥，生物を習った今考えて且ますと，夜行性の渡り鳥ではな

いかと思うのですc　しかし獲力鳥にしては群をなしで飛ぶ操子もたいし，その鳴き声比一羽の鳥

・Jら発せられる様なのです。この鳥の糊塗としておもしろいこと㌶．，蒋分の項の寒い夜．暖かい

訃は洩らをわのです。梅の荒れたRや射　には「h‡ら′至、rlという義治「も出ています。私は昨年この

鳥の姿を見たくで外に出てみたのですが，姿高みと査hL羽！またきの様なものも潤えずとうとう

何も見る事は出来ませんでした，がこの鳥はこれから先もずつと撮蛇の串に窒きつづける事でし

よう0

沖　小　島　採　集　記

10R　　井　田　節　男

10R　　芝　原　幸　夫

・S．57貸22　　快婚

・出発　ボサド餞埼　一→　撥之　－→　浄小島

・Meml〕er：

宮地先生

八重幸夫　寺縮虞文　芝原孝夫　平　賀人　半田疇男　児ロー雪　祭本膳裁

菊年季接　種元結世子　石垣一校

・私達，動物班の10名結畦某所予で有名な沖小島に海浜採集に行きました〇　22日　韓すぎポ

サド碩橋を東桜島航路の定期埠で出発し，途中額ヶ所港に捜いつてから9時20分に捧之に着

いた。勝之からほ前から依頭していた小崩で約2KⅢ沖の且絶地鳥向かった。その榔ま15人乗

ると満員だった0

9時50分項砂丑のA地点に着京た〇　そこから男子は周囲2Kmのこの鶉をまおったが且地点の

所で行けなくなった。ここは岩が多く波が静かだった。宴持つ上から見ると透明覆ツリガネクラ

ゲが群をなして，その辺にいた。一握つかまえようと思ってすくいあげてみたが零易常とれな

しへ0

その後日地点から引き返として，上篠地点で海水俗をした。水中めがねでのぞいて見たが，
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水底は岩礁と砂だけで収肇控し。叉，プランクトンネットを引いて見たがこれも中途半ばでや

めた。こrr）馬；′て壮大が出たいので，海からあがってタオルでふいても皮ふは塩で白くそってい

た○

ここで堪東をとり自己紹介をおこなったっ　湖が引いて来たので少し大きい有がころがってい

るC且点で戎簾を始めた。洩虜天変静かで．底に平らを岩礁でタイドプールはほとんどなく，

裸鰍まかものしくをかった。鞠て大きい岩の○地点で沈海底を水中めがねでのぞくと，深さ

5…の所にハナヤサイサンゴ・ハマサンゴがきれいに且を九ト私辻こん夜経碩旺初めてである〇

そP堪り封Cは肛廿の所が赤むら亨き色のガンガゼがたくさんくっついてレ、た。そ1二7〕異藻査赤

むらさき色てみな詠桟の言薫をノまつした。熱て亨寺つっただけで激痛を′亘え　赤紫色耳韻がつ－・へ

た人も唐た。採′軒勿甘一三とんどなく，5時50分に硬えlア〕小鳩が塞たので湯之まで帰った○

線之から定期鴇で虎児笠に4時5　分て着いた0

採集品リスト

諒皮動物　　　1．海路網

ガンガゼ　⊃土adema setosum

菅苗［】

ガンガゼ科

ナガウニ　Echユnometra ma．thaei

挟撞目

ナガウニ科

2滴成綱

ニセクロナマコ　Ho］＿Othユria．1軌lCOSpllot；a

楯宇目　　　　タロナマコ科

トラフナマコ　HoloChurla pervicaⅩ

慣手日　　　　クコナマコ科

ムラサキクルマナマコ　P01ycho土ra′rufescons

無足目　　　　イモナマコ科

r
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10000

睦腸動物門　1∴托虫璃

ハナヤサイサンゴ　fDCllユOpOra′damicornls　　　　　沖′ト島地図

石珊瑚呂　　　キクメイシ科

ハマサンコ　　　　妄りr土tes Slつ．

石珊瑚目　　　ハマサンゴ科

2．ひどろ水母網

ツリガネクラゲ　Aglantha dlgitale‘

庫永日　　　　ツヅミクラゲ科
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節足動物　　　　1．甲殻調

ケプカオウギガニ　　PillユmnuS VeSprtil10

－ト揮百　　　　　オウギガニ科

2．革脚亜綱

カメノテ　　　　　　　且tella′　汀止もeユ1a

完鳩目　　　　　ケハダェポシ科

軟体劫物　　　　1．腹足綱

カラてツガイ　　　　Siphonar土aJaponlca

摺沢！‡二i　　　　　フタマイマイ科

一　年　を　ふ　り　か　え　っ　て

顧　問　　　宮　地　伸　夫

「あこう」が芽生えてからもう一定がたってしまLへました。今年は新入部員が麿く程沢山集っ

て初めから天変脹かな掛劫が展開されました0一年生か今年篠沢山入部した事もさることながら，

入試を昌泊に控えた三在宅諸君が多数入部して，しかも，その大部分が最後まで活動を続けて呉

れたことも，ひょっとすると疇丸塙の歴史に今まで見られないことではなかったでしょうオb

私は，今密は本校の・清二軍目。もう少し積極鍬に諸君の役に立ちたい積りでいたのですが，そ

の「積り」が文字二束り「縛り」のまま終ろうとしています0

しかし私笠，好人物揃いで底抜けに明い性格の三年生，ウサギの様に骨相しいが真面目な一年

呈，そして教は五指にも足りをい小人数でありながらよくその中堅としての責務を果した二年寅

の，すべての人々の総力で，進学予備校（宅に響きの悪い呼び方だが）と陰口をきかれる本校に

お斗ノ1て，誇らしい成薫を上げて呉れたと私は確信してLへます。私がここ（て云う「成果」と法具単

に主物学的頂当射こ胃するものばかりではありません。否それ以外に私は誇らしい「成果」があっ

たと考えているのであります。それを，今年の行事の中でも私の頭に準に強く飢象に残っている

佐多嘩採集旅行の時のことを桝にとって説明してみせしよう。諸君はあの採集旅行では，台風に

よる悪天候と，潮時の隷悪の条件の為予朝を下廻る採集量になった事を残念に思っているかも知

れ′ませんね。しかし，諾・浩は誓＝て且えな′、大き別封藍をして帰ったCT）です。それ扶諸君自らが，

みけ紅規に里物室で行った反省会の時に発巽したではありませんか。その時諸君が発表した収産

の品晶を整理して且ると次のようなものになると思います。1．協同の精神，2博愛の精神，

5．友愛の精神，4．愛校心，5．不庚不屈の精神，占．黄任感，7他人の心からの親切に感謝する心，

筈となると思います。実際行潮は三月碇控したが，詔書忠この間に以上のよう査収産をしていた

のです。疲れた体を炊事当番という責任感で支え，それをまた友愛・協同の精神で手伝う。何と

－54⊥



美しい晦ではないでしょうか0何もしなかった私は今この文を書きながらも恥しい位です。終始

親身にたつで蕗力Lで下さったバスの運転手さんれ　時計をなくされた事を知った諸酎土塀って

乏しい小遣いの巾から拠金をし合し1ました。また，ずつと後日に聞いた事ですが，最後の日の早

朝朝食もとらずに鳩軸て吾った永患嬢の謝君が採礁不能と－ハう悲しむ可き状態になって失意の中

に帰路てついたその・離’一，諷格をトポトポと歩いていた兄も知らない刺ゴさんをバスに同乗させ

お受け（′て勧悪さ′くノも知っている歌をと，「ここ按分く忙を何百里…・」と一緒に歌ったとか。私

はその時諾古と！一ま別れて「膝榔軋′こ同行した為，後まで知らなかったわけだが，私蛙こんなに′ト

音を捜舅が，こんなに大きな喜びとして封じられたことはなかったのです。人は予瑚しなかった

事件にぶつかった時にとする行動がそこつ人件喪の婆を現すものだと云います。譜君のとった行動

は本当に素惜しいものでした。しかしこC7）行動もあの採集旅行以前であれば，ひょっとしたら起

らなかったもしりかも知れませんね。あの充実した室活，宿舎のかばさんの心からの持て成し，運

輯手・事掌さんの軋kそ筋力に感謝する気拝等の総決貨として現れた行動ではないでしょうか。

この時の収穫はあの苦Llハ蚤件のもとで採集きれた標本の数々と粟に，この目に見えない収集ま

でが文化祭の時に勤て展示されました。文化祭の評判も非′酌てよいものでした。しかし，この悪

出の多い事勿童とも今年限カて㌫か別れです。特に三年生諸君には本当にさびしいことだと思いま

す○　しかし外身は変っても，この異色ある鶴丸高校の生物部・武芸部は一丸となって今までの伝

筏にそってますます発展し，自然を愛すると同時に，人を愛する者の集りとしてのクラブとして

成長させていきたいと思いますので，卒業された後も機会ある事に所佼告の方に立ち寄って下さ

い0

今年大きく生長した「あこう」がますます尊いよく生長し続けることを祈りつつ。

部　活　動　報　告

昭　和　5　8　年　度

4月　○新入生，部員募集

0かえる，ねずみの解剖

0七つケ島の子持産動物の観察，採集

0新入瀾ほほ再！掩兼ねて，慈眼寺へ採集

5月　0劫“加　昆虫露，冷水水源地へ採集に

0城山へ植物採篤，　　0仰の再生実験

占月　0食用がェルの解剖．　0佐多採集旅行準備開始

7月　0佐多採象旅行準備

8月　0′佐多採集旅行．　　　0その反省会
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9月　0海産棚卸采某，　沖′・卜島へ，　　　0植物採集，冷水水成地へ

○プランクトン採集，市揮漸毎岩と砂地濁窪へ

10月　○うさぎの解剖

0植物採隼，烏帽子岳へ

11月　0海牽廟勿採集，磯海嶺へ

0海蛍動物採†走，七つケ島へ

○海壕動物採填，串木野海窪へ

0にマフと少の解剖，　　　0部詰原稿芽室

12月　0「あこう」欝2号発行予定

‥　鶴　丸　高　校　生　物　部　員　名　簿

尉　　問　　　宮　地　沖　天

〃　　　　　璃　所　増　加

R00M　　　　氏　　　名

10　　　　柴　原　孝　夫

ク　　　　　達　竹　俊　郎

ク　　　　　井　m　節　男

11　　　　肥　口　一　雄

ク　　　　　石　垣　一　枝

12　　　　定　　　信　彦

ク　　　　　辛　　　蟹　人

ク　　　　　寺　服　喪　文

15　　　　菅　谷　幸　枝

ク　　　　　柿　元　紀世子

14　　　　西　村　英　一

〃　　　　　浜　田　美由杷

・ク　　　　　中　馬　邦　子

ク　　　　　′也［日　章　阜

〃　　　　　黒　木　睦　裁

〃　　　　　国　中　博　康

17　　　　後　藤　智　子

19　6　5年11月現在

塘児島市原良明1241

ク　　薬師瑚201

鹿児島市澄江日町d O

ク　　瑳牟田町418占

ク　　　　ノク　　　4　5　占　4

ケ　　　　ク　　　58　4　5

〃　　下競凋呵2271し乃d

ク　　常盤町289

ク　　蕗冊呵55

拾良郡唸良町平檎

鹿児島市春日呵120

谷ll浦上福元利5612

鷹児忌市乎之町48

日置郡東南来町勝明4159

鹿児島壷上荒明男249

日置郡東市来町伊作旧28る0

度牡馬市常柏勘884池上方

〃　　西田呵215＋山崎方

〃　　東千石町74
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58

ク

5　9

ケ

〃

〃

一ク

辟　　　寿　一

徳　闇　民　子

野　呂　多美子

玉　利　和　彦

前　用　宗　浩

中　門　孝　雄

八　並　幸　夫

官　鷹　蒼　顔

渾之池　波　東

北・山　武　宣

萩　原　淳一郎

森　山

林　田

太　夫

埠

邦

　

人

重

　

和前　泊　美智子

吉　嶺　　　楓

有　馬　秀　一

大　成　正　行

永　山　光　義

宇　和　誠　一

宮　田　克　子

有　村：道　宏

阿久根　　　格

野　流　千代子

向　　　静　代

肥　後　晶　子

鑓ケ江　征　子

吉　国　清　子

窪　用　久　子

岩　井　すみゑ

鹿児島市薬師町　9

〃　　天保山町54

ク　　金主呵58

ク　　武喝151

ク　　賂騨町420の5　久保田方

ク　　山之口呵12占

ク　　道糸田町4405

賠良都加治木和事榎押＝1

日毘郡松元瑚上弁口951

鹿児島市研照覧句158

ク　　ノ京良町154D

〃　　茸牟閏町4占74

ク　　郡元均東砂8区

ク　　草牟田町4547

谷山涌上福ラ己町偉業1d89

枕崎市別府依頼田

鹿児島蕎武鞘187

〃　　塩屋澗了554

日置郡東南来町湯田4101

渡児島而呉限町1

〃　　永吾町282

鹿児島郡西桜島村′卜池1498

鹿児島面Ll之口呵27の7

〃　　挿木囁755

〃　　常盤町554　橋野方

身　　上之薗町100

ク　　上之園町175　大域方

ク　　高鹿町170

〃　　天保山呵21

ケ　　郡元叫新川
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編　集　後　記

研究詰一つを発行するのが，どんなに大変な事か，骨身に徹してわかりました0何もてつからな

い私に吐かい御援助の手をさしのべて下さった先妻の憎中葦さんおよび地相嚢音さん，三年増三の

万々の御協力があったからこそ本日ここに「あこ‾ぅ」革2号を手にする事が出来ました。掛こ屈

サ章さんと兄さんである成増島昆虫同好会のHヨ中洋さんには創刊号から御世話になったそうです0

・窯Lへ感湖の念に絶乞ませ八の

原稿募鳩を胃殆して早，1ケ月，原稿の〆窮がのびのびに篭ったウ・潤末テスト叫男係で発行

が少々遅れたのは残念です。

今年堤ま部員がふえたれ　原稿が多くなりましたが，長期研究がなく，円客が貧弱なのは少し

さびしい気がしますe

未熟ながら「あこう」対2号を手にし，創刊号の時の感激を新たに，－あこう」の進歩発癌を

部員一同心に雷いましたD

編　集　者 八　並　重　夫

あ　こ　う 第　2　号

寵児島県立鶴丸高等学佼生物部部託

発行日：19ld　5年1さ2月　2　4　日

編集者：八　並　幸　夫

印　刷；管児島市棚泉蓉町11の2

アルプス餌刷有限会社　電話買上7385

鹿児島而加治屋呵鶴丸高等学校生物部
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